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森林･林業および山村の概況
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ま え が き

古くから紀州木の国といわれ、県土の77％が森林でおおわれている和歌山県は、林木の
成育に適した温暖多雨な気象条件のもとで、主に山村地域の人々による林業生産活動が活
発に行われ、豊かな森林を育んできました。
本県の民有林人工林蓄積は、現在全国屈指の資源壁を誇っています。これらの資源を有

効に活用するためには、木材の生産から流通に至る過程の整備を図ることが必要です。そ
のために、生産地においては、林業生産基轤整備や高性能林業機械導入等による林業生産

性の向上に努めるとともに、適切な森林整備を、また、需要地においては木材の需要拡大
を図るための「木の国プロジェクト」を推進していくことが緊要です。
一方、昨年の地球温暖化防止に向けた京都会議で我が国は、2008年から５年間に６％の

温室効果ガスを削減すると約束し、その施策の一つとして「継続可能な森林経営の推進」
が位置づけられるなど、循環型資源として木材の評価が高まっています。また、ゆとりと
潤いある生活を求め、森林・緑資源の維持造成に対する県民のニーズもますます高まり多
様化してきているところであり、森林の環境材としての役割が強く認識されつつあるとこ
ろです。
県土の63％を占める山村地域は、従来から農林産物の供給、水資源のかん養、県土保全

等の重要な機能や、すぐれた自然・森林文化を形成し、県民生活に大きな潤いを与えてき
ましたが、山村と都市の交流等都市住民の要請は、一段と高まり、山村の役割はますます
重要となってきています。

このように、森林・林業及び山村に対し多様化する要請に応えていくためには、現状を
正確に把握し、有効に施策を展開することが必要です。
なお、本県では平成11年度に紀南地域において従来の囲い込み型博覧会とは異なるオー

プソエリア型の広域型の南紀熊野体験博を開催します。地域の雄大な自然・人の温もり全
てが舞台の体験博で自らのこころを癒し、充たし、蘇らせていただきたいものです。

本書は本県の森林・林業や木材生産及び山村の現状を図表等により、わかりやすく集録
したものです。林業関係者はじめ各方面の方々に広く活用していただき、有効な森林整備、

林業・林産業の振興と山村地域の発展の一助にしていただければ幸いと存じます。

Lﾐーヅ

､ ､…ノ

農林水産部長尾崎武久
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和歌山県管内図(森林計画配置図）
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Ｉ 森 林 資 源
1．森林資源

ポイント
・本県の森林面積（平成10年４月現在）は、363,846ha
・県土総面積472,454ha(平成８年10月現在、国土地理院）の77%
・民有林面積は344,902haで森林面積の95%
国有林面積は18,944haで、森林面積の５%
・民有林の蓄積は82,274千m3で、年平均1,637千mJの成長量

土地利用の状況
(平成10年４月現在）

林 野 面 積
(平成10年４月現在）

ｰ

単位;ha単位 : h a

<民有林の森林資源＞
民有林のうち地域森林計画対象森林は344,370ha，対象外森林は532ha

ｰ

民有林面積の内訳
（平成10年４月現在）

民有林蓄積の内訳
(平成10年４月現在）
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資料：林業振興課業務費料
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<市町村別林野率＞
市町村別林野率で85％以上は本宮町をはじめ県南部を中心に15町村に及ぶ。
また、５０％未満は、和歌山市をはじめ、紀北に多く位置する。

市 町 村 別 林 野 率
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<民有林年間成長量＞

民有林年間成長量
単位：ｍ，
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<機能別の森林面積＞
本県の地域森林計画の対象となる民有林を森林機能別に区分し、その機能発揮に努めている。

機能別森林面積
(単位 : h a )

､ …

資料：林業振興課業務資料（森林法第５条に定める地域森林計画対蚊森林についての数価）

- ３ -

区 分 総 数 紀 北 紀 中 紀 南

木材等生産機能 306,920 5３，０３７ 9３，２５１ 160,632

水源かん養機能 156,982 2３，４０６ 5１，９４９ 81,627

山地災害防止機能 96,326 1３，４５９ 34,070 48,797

生活環境保全機能 2２，２７５ 1８，８０６ 986 2,483

保 健 文 化 機 能 4１，６４２ 1３,９２７ 1０，５７９ １７,１３６



２．人工林の現状

ポイント
人工林面積210,148ha、人工
人工林蓄積は、63,426千ａn'

61％。

･人工林樹種別構成(面積)は､スギが43％､ヒノキが54％､その他３％である。
･齢級構成では、８齢級（36～40年生）がピークを示している。

人工林樹種別構成(面積及び材積）
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<市町村別人工林率＞
市町村別人工林率で60％以上は龍神村をはじめ21町村に及び、中でも70％以上は11町村と

なっている。

市町村別人工林率

橘ｉ

ｆ

１

１

ｉ
Ｉ
側
-

本
市
１

１

１

藷 那
餌
町

那
餌
町

Ⅲ か
つ
ら
ぎ
町

〃 岩
出
町
岩
出
町

粉
河
町

Ｐ

県平均６１％和歌山市
ft志川町f t "

匡急匡急
、
、
、
、
、
、
、

野
上
町

野ー 美里町海南市

下津町

票 水町有田市 金
屋
町

金

町
湯

塔 一 一 …

美山村．参・-広川町
由良町田 中

津
村 北山*
村

日高町
〆 - 〆 、
美暹虹〃

川
辺
町

川
辺
町 龍神村

御
坊
市

､ 具 - 瓦､ 具 - 瓦

7部川7部川印南町
中辺路

を撞騒
轆浬

､ イ 審

韓
津；

宮町、、 ＊
田辺市田辺市辺市ｰ 南部町

鯵雫$
鍵Ｈ

熊野川熊野川町例凡
大塔村

人工林率70％以上 、
上富田町

6()～70％未満
ﾖ浜町ﾖ浜ﾖ浜ﾖ浜町ﾖ浜町50～60%未満 那智勝洲、智勝洲、鵬洲M淵洲、洲、日硫川町日硫川町

30～50％未満 鮒髭鮒髭鮒髭鮒髭鮒髭古座川町古座川町古座川町古座川町古座川町i了廊I１畑
未満30％

すさみ町すさみ町
太地町

古

串

齢。資料：林業振興課業務資料（地域森林計画対象森林）
注：１人工林率＝人工林面積／森林面積×100

２人工林面積は平成10年４月１日現在

- ５ -



<民有林人工林齢級構成＞

民有林人工林齢級構成
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<民有林人工林の齢級別面積の変動(昭和51年との比較)＞
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３．天然林の現状

ポイント
民有林のうち38％を占める。天然林面積は129,685haで、

･天然林蓄積は、18,848千mmo
が93％、マツが６％、その他針葉樹が１％である。･天然林の内訳は、広

天 然 林 資 源 状 況

ー

120,759
(93.15%）

単位:ha

民有林天然林齢級構成
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４．森林の公益的機能

ポイント
･森林は木材生産のほか､多様な森林機能を有し､県民生活に大きく貢献している。
．森林公益的機能は、水源かん養機能、酸素供給大気浄化機能、保険休養機能等

である。
･森林の持つ公益的機能を計量化すると平成８年には、年額6,577億円の効果を
県民にもたらしていると評価される。

<森林機能の種類＞
・森林機能の計量するため、 森林機能を下記の６種の機能から評価したものである。
酸素供給・大気浄化機能
野生鳥獣保護機能

保健休養機能
土砂流出防止機能

水源かん燕機能
土砂崩壊防止機能

ー

森林の公益的機能の評価額
（平成８年度調査）

野生鳥獣保護機
７１(１.１%)

土砂崩壊防止機能
-２２(0.3%）

裂蕊
再

孫

水源かん養擾催

凸 一
一

酸素供給・大気浄化機罷

■,澱)IMIM

県の森林の評価額

６，５７７億円 ｰ

篝資料２ 林業搬 課業務資料 叩位：侭円

【参考】
･全国の森林の評価額としては､林野庁が平成３年時点で年額約39兆２千億円と試算している。

酸素供給・大気浄化機能184 ,200億円保健休養機能76 ,700億円
水 源 か ん 養 機 能 4 2 , 6 0 0 億 円 野 生 鳥 獣 保 護 機 能 6 , 9 0 0 億 円
土砂流出防止機能7 9 , 8 0 0億円土砂崩壊防止機能1 , 8 0 0億円

-８



５．森林計画

ポイント
・森林計画制度は、長期的視野に基づき、全国レベル、地域レベル等の各段階に
おいて、各事業の計画塁や施業方法等を系統的に定めるシステム。

＜森林計画制度の体系＞

森林資源に関する基本計画並びに重要な林産物の需要
及び供給に関する長期の見通し
林業基本法第lO条の規定に基づき政府がたてる計画

「 一 一 ー 一 一 一 - - 一 ・ - 一 一 一 ー 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 一 ー ー - . ロ ー

｜森林整備事業計画
Ｉ森林法第４条の規定に基づき、

--- - - - - - - - - - - -』造林、林道等の事業盈等に関し、
Ｉ農林水産大臣が閣議決定を経て、
’５年ごとにたてる５年間の計画
Ｌ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ． 、 一 一 一 一 一 一 , ロ ー 一 ‘ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

可
Ｉ
ｌ
Ｏ
６
０
１
０
０
１
１
Ｉ
Ｊ

-

一

全国森林計画
森林法第４条の規定に基づき、
基本計画及び長期の見通しに即し、

ー

農林水産大臣が全国の森林について
５年ごとにたてる15年間の計画

吋 踊

畏内３つの森林計画
紀北地域森林計匝
紀中地域森林計睡
鈩竃鋤跡杢林勇＋猛

…

望内創見の錘枕露備而WM

- ９ -

特定森林施業計画
森林法第18条の２に基づき、特定施業森林区域内に存する森林の所有者が、
複層林施業又は長伐期施業を推進するため５年を１期として作成し、都道府
県知事の認定を受ける計画。

森林施業計画
森林法11条又は18条の規定に基づき、森林所有者が自発的にその所有に係る
森林につき５年を１期として作成し、都遊府県知事の認定を受ける計画。
施業計画の種類

･属人森林施業計画・一般森林施業計画・団地共同化森林施業計画



６．森林施業計画

ポイント
・森林施業計画は伐採や造林・保育等の計画的な推進。
・森林施業計画の認定面積の累計は平成8年度で民有林（県有林を除く）の
７４％にあたる253,939haである。

・平成８年度の実績は、属地森林計画が45,817ha、
属人森林計画が2,069ha、

森林施業計画認定累計
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7．流域管理システム

ポイント
･森林を管理する上で合理的な地域の広がりである｢流域｣を基本単位とする。
･流域内の市町村、森林・林業、木材産業関係者等の合意形成の下に、木材
の生産・加工・流通各部門の連携による民有林・国有林を-体とした森林
整備と国産材供給体制を整備。

◎流域における合意形成を図る場として、「流域林業活性化セソター」及びセソターの下に
「流域林業活性化協議会」、「専|''1部会」を設置。

◎森林・林業関係者の合意の下で「流域林業活性化基本方針」及び「活性化実施計画」を策
定し、その具現化に向けた取組みを推進。
和歌山県における取組み

･和歌山県の流域は、紀北、紀中、紀南の３流域である。
･平成３年度から平成６年度までに各流域で流域林業活性化センターを設立し、活性
化基本方針を策定した。活性化実施計画書は、平成７～９年度に策定した。
･紀中流域､紀南流域は先導的流域(他の流域のモデルとなる流域)に選定されている。
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：（紀中流域林業活性化センター）
’センターの設立平成３年12月４日
Ｉセソター事務局日高振興局農林水産振興部林務課内１
１ 活 性 化 協 議 会 の 会 員 数 ３ ４ 名 １
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森林の保全1１

保 安 林１

ポイント
･公益的機能の発揮卜重要な森林を保安淋に指定している。
､県下の保安林面積は平成10年３月31日現在、１３種類で106.218haである。
､県下の森林に占める保安林率は29％となっている。
.所有別内訳は国有林が13,256ha、民有林が92,962haとなっている。

保安林の種類別面積
保安林而穣:106,218ha

土砂崩ー

砂流出防ｉｌ

ん養保安林
）

保安林種の重複については
上位の保安林へ計上

保安林面積の推移＝

ha
ｌ … 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ＝ 一 一 一 一 一 一 一 ＝ 一 ＝ 一 一 一 一 - 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■

106,21８l"0７１４
- -１０３,５３７１","０1蛇,339---99,532_-_98,2()(）１ ̅-94,235 ＝ ー 一 一 一 ＝ 一 一 一 ー ー - 一 ＝ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 台

配

8 m 一 - 一 一 - 一 一 ̅ 一 一 一 ̅ 一 一 一 一 一 ＝ ー ＝ ー ■ ■ ■ ■ - １ ■ ｂ 一 一 一 ！ ■ Ｄ 一 - 一 一 一 ｰ ー - 一 一 一 一 一 一 一 ■ ■ 一 一 一 一 一 ≠ 一 一 一 ■ ■ ■ ■ 一 ロ ■ ■ ■ 一 一 一 一 一 ・

而
劉 … - - - ー - 一 一 一 一 - 一 一 一 一 一 - 一 ＝ ー ＝ - - ■ ■ ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 - 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 - - 一 一 一 一 一 一 ＝ - ＝ 一 一 一 一 一 ＝ ＝ ■ ■ ｡

4 m - 一 一 一 一 一 - 一 ー 一 一 一 一 ー - - 一 ー 一 一 一 一 ＝ 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 ー - ー 一 一 ー 一 一 一 一 一 - 一 一 ̅ - - ５ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■

2 ｍ - ５ 口 ■ ■ ー - - - 一 面 ■ 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 一 ＝ 一 一 ■ ■ ｑ ■ 、 一 一 一 一 ｰ - ー 一 一 一 一 一 一 一 - 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■

０
５ ５ ６ ０ 元

資料：森林整備課業務資料
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防 火 保 安 林
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保 健 保 安 林
風 致 保 安 林

１７

0

201

771

４

１８

382

１

６５８

7７



２．林地開発行為の許可

ポイント
･１haを超えて開発行為を行う場合は知事の許可が必要。
･森林の秩序ある他用途への転用開発保持のため、林地開発許可、連絡調整
を行っている。
･開発許可実績は、平成９年度末で114件2,062ha｡
･連絡調整実績は、平成９年度末で163件2,106ha。

林地開発許可面積割合林地開発許可実績
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3．県土の保全・治山事業

ポイント
治山事業は、林地の崩壊の防止・復旧するとともに、水源林の造成を行い
ます。
地域の特色に応じた緑豊かなうるおいある生活環境づくりをめざします。
治山関連事業費は、林業関係一般予算の４分の１を占めています。

治山事業の推移(事業費）
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４．森林被害

ポイント
・平成９年度の松くい虫の被害材積は、3,058m'で、昨年度に比べると428m'減
少した。

・予防は、徹底するため、特に保全すべき松林を重点に総合的な防除対策を進
める。

・他の森林被害（スギカミキリ、スギノアカネトラカミキリ、カモシカ、シカ、
ノウサギ）は、320.13m患であった。

・平成９年の火災発生件数は、２４ケ所、6.16ha

松くい虫被害材積と駆除材積及び予防面積
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森林被害実損面積(ha)

スギノアカネ
トラカミキリ松くい虫 カモシカ ノウサギスギカミキリ シカ

９．９１ 4２．２５ 6１．３４ 7８．９０ 2６．８０H７ 1７４．９２

1１８．８４ 1５７．２２ 3４．０３H８ 1９７．１２ ９．０７ 3５．９６

1０７．６２ 1４１．５７H９ 1４５．１０ ５．６５ 4２．１１ 2３．１３

(重複あり）

平成９年の風害件数は、２件0.11ha
平成９年の水害件数は、１０件0.77ha
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<森林火災＞
平成９年の火災発生件数は、２４ケ所、6.16ha

<森林保険＞
平成８年度末の森林保険の契約保有高は、次のとおりとなっている。

'１
１１

|i

ｌ

資料：森林整備課業務資料
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I I I 林業経営
造 林
間 伐
素 材 生 産
林 道
林 業 機 械
林家と林研グル
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林業経営ⅡＩ

珪垣 林１

ポイント
・平成９年度の造林は342haであった。
・戦後活発に行われた人工造林は、昭和30年の12,167haをピークに減少。
・樹種別では、ヒノキが最も多く、平成９年には74％を占める。
・資金別では、補助造林が最も多く、平成９年には46％を占める。
・平成９年度の１ha当たりの造林経費は、745,100円であった。

淫垣 林 面 積
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樹種別造林面積
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<1ha当たりの経費:H９年度スギ・ヒノキ4,000本植え＞

苗 木 地 持 植え付け 仮植・運搬 計

再 造 林 256,200 271,400 200,600 １６,９００ 745,100
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資料：森林整備課業務資料
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伐間２

ポイント
・生産性の高い林業経営をおこなうための適切な間伐作業の推進。
・平成９年度の間伐実績は、6,583haであった。
そのうち､流域総合間伐実施事業による実績は2,071haで全体の31%である。

再 詫
間伐実績の推移
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３．素材生産

ポイント
・平成８年の素材牛産量は266千m3で、前年より４%増加した。
・素材生産墨266千m3のうち製材用が245千m3と92%を占める。
・樹種別では、スギが54.5％、ヒノキが38.7％である。
・所有形態別では、私有林が91.7％、国有林が7.9％である。
・平成８年の木材生産林業所得は102億円で前年より１%増加した。
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資料：木材需給報告書
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スギ・ヒノキ等の素材生産量の推移
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林 道４

ポイント
･民有林林道の総延長は､平成９年４月１日現在で670路線1,620kmとなった。
そのうち、自動車道は1.335kmで、林道密度は3.88m/haである。

･平成９年度の事業費は約41億円となっている。
･自動車道の舗装率は、平成８年度末現在39.0%となっている。

林道開設の推移
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市町村別林道密度図（平成9年４月１日現在自動車道）
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５．林業機械

ポイント
・林業機械の台数の多いものは、チェーンソーの4.346台、刈払機の3,255台
である。
・そのほかに多く使われているのは、集材機、索道、モノレール、フォーク
リフト、動力枝打機

・高性能鐸機械は、ハーベスタ、フォワーダ、タワーヤーダ、グラップル
ソーの導入が見られる。

平成９年度林業機械・器具の現況

ーノ

̅

…

-２６-

機 械 種 名 適 用 台 数

鴇 索 道 重 力 式
索 道 動 力 式

8３
8２

集材機
小 型 集 材 機
大 型 集 材 機

動力lOps未満
動力10ps以上

193
297

モ ノ ケ ー ブ ル ジグザグ集材施設 2６
リ モ コ ン ウ イ ソ チ リモコン、ラジコソによる可撮式木寄せ機 1１
自 走 式 擬 器 2３
モ ノ レ ー ル 懸垂式含む 117
小 型 運 材 車 勤力20pS未満

動力20ps以上
3４
８

ホイールタイプトラクタ 林内で集材等の作業を行うホイールタイプのトラクタ ３
クローラタイプトラクタ 上記でクローラタイプのもの ６
フ ォ ー ク リ フ ト 174
フ ォ ー ク ロ ー ダ 1４
ク
レ
ー
ソ

ク レ - ソ
クレーソ付き
ト ラ ツ ク

トラッククレーソ、ホイルクレーソ、グラップルクレーソ
グラップル付きタイプ
それ以外のもの

3２
1１
4９

ト ラ ク タ シ ョ ベ ル 搬出、育林用等に係わる土工用 11
ショベル系掘削機械 搬出、育林用等に係わる土工用 2２
チ ェ 一 ソ ソ ー 4,346
チェーソソーリモコソ装置 リモコソチェソソー架台 ６
刈 払 機 携帯式刈払機 3,255
植 穴 堀 機 ３
動 力 枝 打 ち 機 自動木登り式 142

背負い式等の上記以上のもの 4７
苗 畑 用 ト ラ ク タ ９
フ ェ ラ ー バ ソ チ ャ 立木を伐倒、集積する自走式機械 -

ス キ シ ダ 牽引式集材専用のトラクタ 一

プ ロ セ ツ サ 枝払い・玉切りする自走式機械 ８
ﾉ 、 一 べ ス タ 伐倒・枝払い・玉切りする自走機械 ２
フ ォ ワ ー ダ 澗載式集材専用車輌 １
タ ワ ヤ ー ダ 元柱を具備した自走式車輌 ４
グ ラ ッ プ ル ソ ー 巻立・玉切り自走式機械 ６



林家と林業研究グループ６．

ポイント
･1990年現在の林家数は、29,321戸である。
･保有林５ha以下の林家が全体の84.5%を占め、零細な林家が多い。
平均１林家5.1ha保有していることになる。
･山林の保有目的は規模が小さい林家ほど財産保持的意識が強い。
･林業研究グループは、平成10年４月現在、２８グループ624人である。

保 有 山 林 規 模 別 林 家 数
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保有山林面積規模別林家数と面菰(世界農林業センサス）
林家：世帯である林業事業体といい、農家林家及び非農林家をいう。
農家林家：世帯である林業副喋体のうち、農家である世帯をいい、平成２年２月１日

現在の保有山林が0.1ha上の林家をいう。
非農家林家：世滞である林業事業体のうち、農家以外の世帯をいい、平成２年２月１日

現在の保有山林の各筆の面積のいずれかが0.1ha以上の林家をいう。
保有山林：世帯が単独で経営できる山林のことをいう。すなわち、所有山林から貸付

林と他の分収させてるu琳を除いたものに、借入地と分収している山林
（割りかえされる割地を含む。）を加えたものをいう。

資料：世界農林業セソサス -２７-



保有山林規模別林家数と面積の構成比
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７．林業経営

ポイント
・伐出労賃単価の上昇は、平成８年において、昭和50年の2.91倍となる。，
一方、山元立木価格は0.47倍と低落し、林業経営の収益率は著しく低下し
てきた。

伐木造材の作業者賃金の推移 (50年の賃金を100とする）

《鋤》錘》》》岬榊》岬》
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林業統計要覧
労働省
「林業労働者職種別賃金
調査報告書」

(各年とも10月鯛査）

ー

スギ山元立木価格の推移 (50年の価格を100とする）
全 国 平 均
19,726円
22,707円
15,156円
14,282円
14,595円‘14,206円
13,060円
12,874円
12,402円
11,730円
10,810円

指 数
１０0
１１５
７７
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利用材種１m'当たり
平均価格
（毎年３月現在）
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伐木造材作業者賃金と山元立木価格の推移
（昭和50年を100とした指数）
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伐 出 業 労 働 賃 金
（全国値推移）

■メ唖鮒箇格園山元立木随一士-１焼職睡 fO l齢造材

M.cjgl20576
; 穂 】 2 0 4 ㈹ 円《■

■

口

や

。

・

壷

・

紐
グ
ー
０
０
．
口
０
０
８
④
Ｕ
６
０
８
０
０
△
ｂ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
９
ｒ
０
・
ｑ
０
０
ｉ
ｌ

ｌ
ｃ▲

■

■

Ｐ

。

１

●

疵

争

卓

心配

一

釦，４．川叫》！堅--：--？-

、も
り

茜

域、蝋。

１

ｂ

や

●

。

Ⅲ
ａ
か
い
。

，９６一坪升ｒ陽干０４００．０１りりｆ０‘Ｆ００-

脳唖シ麺
，---，挙撫・‘，Ｉ-一○

函
←

一
獅継・械！--》：-

●●

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
８
０
８
命
０
●鑑

栖
一

年邑一

齢

》．，’’千・：、-！-

・口

Ｏ

Ｂ職＆

０
０
８
８
口
９
８
「
０
８

口●●

心
｛

４０

今

９６６．’０「０９唾『ｇ■・ｇ９９０Ｕ『ＯＢ８．００９８

較

亀

・

由

《
。
。
。
胆
一

９

０６１-０００β捕りｐ帥００４勺００８０６，》一

．
劣
蛮
鯵
一

旬

８

６

８秘磁／》■■■■■■

ｃ

ｑ

Ｂ

中

》尋：瀞旧

■

■

は
息
▲

●

兜

６
６
。
０
９
ｌ
０
Ｔ
０
９
Ｕ
０
Ｂ
Ｕ
０
Ｄ
０
ｌ
Ｔ

ｐ

別

亡
《
一
●
与繰，．-

り
↑
０
’
０
１
ｆ
’
０
ａ
０
９
０
Ｕ
Ｕ
８
４
４
Ｕ
Ｔ

-

一声一・Ｌ》一吋”

９

４

４

１

ｍｍ
ｌ

Ｉ

円
蹴 、

一
日
当
た
り
賃
金

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

ｌ

、Ｑ》９

４

醒

川

１

１

館

一

反

１

１

．

０
０
０
０
鋪
９
０
０
０
０
寸
０
８
０
８
０
０
１
０
田
１
４
８
ぐ
０
０
０
８
口
６
９
８
８
１
０
０
４
８
０
８
０
８
■
１
０
４
１
，
０

５■”製凹同弧旺虎勇弧巳両弧巳屍涙凹虎寓凹屍弧巳円誤巳丙嵐日屡減弧画席尹弧凹況弧■同国凹品誤凶Ｈ歴

閾卓

皿
細

i吾；青ｉ
ｰ

麺

皿

丸
太
価
格
と
山
元
立
木
価
桧

別 . 銅

守 幸 一 一 一 一 司 一 一 一 可 ■ ロ ー〃
D ■

壼 . 曇 り

１藤
Ｑ
Ｅ
Ｏ
ｐ
ｑ
ｍ
ｌ

寺 式
ロ
＆

. ■ 一 一 Ｆ つ 凸 寺 凸 一 Ｆ ｡ 口 早 一 令 乍 ニ マ ー 中 一 宇 ● ̅ 一 一 一 q

6

・ 罪 . … ＆ ｅ
路 号 雰 p

|i薯Ⅲ１． 麺

’Ｉ
４
０
１
０
０
１
口
①
剖
旧
に
旧
い
胆
旧
Ｌ
岬
Ｍｒ
Ｎ
Ｌ
川
叱
胴
岫
峠
旧
Ｌ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
肝
Ⅲ
Ｌ
Ｗｍ
脈
Ⅲ
叱
旧
川
叱
Ｍ
Ｍｒ
肺

ｅ

ｑ
ｐ

Ｑ型囲
ｅ

ｅ Ｕ

Ｏ
Ｑ リ

ｌｅ

Ｑ
ｑ
ル

１
日 ｲ
０
L
８;’
I I
９１

1
4 1

0 1

：’
１

イ

．Ⅶ１１冊０１１１一画画ｒｌＩＩｌ１ＩＩＩｌｌロ

。９６-９０９軍ド旧ｌ側ＩＮＩＮＩ旧Ｉ旧-●旧叱胃岫ｒ脚Ｉ惟叱脹胎卜旧に旧叱に限油脂ド、鼬

Ｍ

〃
夕
〃
ク
グ
グ
タ
グ
タ
ゲ
ｆ
〃
ク
〃
〃
〃
タ
グ
〃
″
ダ
々
げ
げ
ヴ
ゲ
ゲ
タ

銅画■■■団■■

囮‘】
、
ｎ
ｈ

ｈ

ｌ:！
、
ｆ
ｆ
ｂ
ｂ
ｂ
ｃ
も
h
ざ
Ｊ
Ｃ弔
、
4

1；
:
，

､
も

む

１
，
-
も
’
、
’
℃
、
-
、
-
、
-
む
ご
-
令
-
令
、
秒
、
-
、
。
、
‘
、
-
、
肘
、
『
、
、
、
、
、
も
も
、
も
も
空

Ｈ

１
位

正

３

…

一陣】昼ｕ瞬画喉】四画直“碗ご厚Ｕ-Ｕ軍国露ご録画尿ごｚタィグ．〃タグ卓ダダ

I 壁

鰹諄浬無囹Ⅶ一一
I(1ｍ

８

０

０

Ｉ Ｍ』
０

元 ３ ５ ７５２ ５４ ５６ ５８ ６ 0 ６ ２
年

５0

ｰ

資料：スギ中丸太製材用素材価格(経14～"cm，長さ3.65～４m);木材需給柵告啓
山元立木価格(スギ）；「山林素地及び山元立木価格調」

≦ 0 -



８．森林組合

ポイント（以下､森林組合統計調査の平成6年度末現況より）
・平成８年度末の森林組合総数は、３９組合、組合員総数は21,691人であり、
組合員所有の森林面積は265,611haとなっている。

・組合資本については、払込済出資金総額801,217千円と、各組合員の増資
努力を基礎に林業構造改善事業等の補助事業を活用して、共同利用施設の
充実に取り組んでいる。

・事業は、２４組合が作業班を有し、１１組合が林産事業で59,925千m3の素材生
産を実行し、２４組合で525haの新植を実行している。保育実績については、
下刈り3,706ha枝打ち1,074ha、除間伐6,262haの事業が実行されている。

・作業班員は、総数600人、年間150日以上の従事者は359人、210日以上の従
事者は、257人となっている。また、年齢別では、４０歳未満の従事者が５２
人で、６０歳以上の従事者が548人となっている。

ー

平成８年度の依頼者別保育実績
画個人園財産区園公団圏公社關市町村回県霞国

|電

(３

ー
(1４
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斉調査結果：県トータル
作業員総数の推移
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払込済み出資金等の推移 (各年度別、単位：千円）

組合員総数の推移 (各年度別、単位：人）

…

作業班員と専従職員の推移 (各年度別、単位：人）

ｰノ

販売・林産事業の木材取扱数量 (単位:m' )

資料：森林組合一斉調査結果（平成８年度未現況）
-３２-

4５ 5５ 6０ 6１ 6２ 6３ 元
有形固定資産額 255,575 485,蝿８ 925,422 947,682 935,087 971,450 1,086,463

払 込済出資金 130,847 330,053 395,189 408,706 419,622 472,592 526,762
剰 余 金 19,199 62,944 42,800 52,067 85,815 171,596 235,587

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

有形固定資産額 1,109,144 1,156,799 1,219,817 1,283,907 1,352,770 1,577,506 1,367,631

払込済出資金 555,935 592,174 615,675 731,634 757,746 790,523 801,217
剰 余 金 299,889 345,251 405,267 488,510 513,968 538,315 653,793

4５ 5５ 60 6１ 6２ 6３ 元
組 合 員 総 数 23,766 22,656 23,246 23,326 2３，４５６ 23,206 23,566

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
組 合 員 総 数 2２，４１６ 22,535 2２，５５３ 22,517 22,428 22,117 ２１，６９１

5５ 5６ 5７ 5８ 5９ 6０ 6１ 6２ 6３

作 業 班 員 数 991 1,294 1,“７ １,００１ １，０１２ 832 811 794 713

専 従 職 員 数 120 133 133 132 128 125 126 126 130

元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

作 業 斑 員 数 773 750 764 761 679 642 593 600

専 従 職 員 数 132 138 139 １３７ 146 156 １５９ 157

5０ 5１ 5２ 5３ 5４ 5５ 5６ 5７

木材販売数量 13,“６ 26,215 26,347 29,646 58,346 37,783 38,902 39,992

木 材生産数量 35,224 31,473 25,899 27,581 28,828 30,044 42,887 32,787

5８ 5９ 60 6１ 6２ 6３ 元

木 材 販 売 数 逓 46,569 51,583 53,640 56,283 69,670 76,544 78,316

木材生産数通 24,698 2２,４１４ 34,990 37,922 38,161 42,214 40,718

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

木 材 販 売 数 髄 85,833 86,585 82,976 93,327 93,957 92,588 95,505

木 材 生 産 数 駐 38,372 60,”８ 51,247 62,846 46,818 52,553 59,925



森林組合の合併解散の動き

ー

…

-３３-

年度 組合数 内容 組合名
合併・解散
成立年月日 合併参加組合等の関係組合

3８ 6８ 合併

合併

美 里 町

す さ み 町

S3８.４．５

S3９.３．３１

神野、国吉、長谷毛原

周参見、佐本、大都河、江住

3９ 6６ 合併

合併

田 辺 市

中 津 村

S３９.１０．１５

S４０.３．２９

牟婁町、上芳養

川中、船着

４０ 6４ 合併 龍 神 村 S4０.１１．１ 龍神、上山路、奥日高

４１ 5７ 併

併

併

併

設

合

合

合

合

新

熊 野 川 町

清 水 町

高 野 町

本 宮 町

南 部 町

S４１．４．８

S４１.１１．１

S４１．１２．２７

S４２.３.２７

S４１.１０．１７

小口、三津ノ木、熊野川

五郷、安諦、八幡、城山

高野町、富貴

三里、四村、請川

4２ 5３ 合併

合併

日 置 川 町

那 智 勝 浦 町

S４２．１０.９

S４３.３．２９

日置、三舞、川添

色川、那智、太田川

4９ 5０ 合併 西 牟 典 S４９.８.２４ 田辺市、白浜町、上富田町、大塔

5１ 4８ 合併 南 紀 S５１．１１.１２ 串本町、古座町、古座川町

5４ 4６ 合併 中 辺 路 町 S５４.９.１ 近野、二川、栗栖川

5５ 4５ 合併 南 紀 S５５.５.１５ 南紀、七川

5７ 4４ 合併 美 山 村 S５７.６.２１ 川上、寒川

6３ 4３ 解散 下 津 町 S６３．１２．２３ 海南市森林組合に包括(H元年度）

２ 4１ 解散

解散

岩 出 町

貴 志 川 町

H２．４ . １

H３.１．１３

８ 3９ 解散

解散

桃 山 町

湯 浅 町

６．１７

３．６

凸

■

H８

H９

鞆渕森林組合に包括

広川町森林組合に包括



9．山林用種苗の生産

ポイント
･平成９年度の山行苗木生産量は2,401千本である。
そのうち、スギ612千本、ヒノキ1,768千本、マツ21千本である。

･生産量は年々減少し、平成９年の実績はと昭和55年の18.6％となった。

山行苗木生産量の推移
■マツ
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資料；森林盤備課業務資料
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10．林業公社

ポイント
･林業公社は民法第34条の規定に基づき設立された公益法人です。
･分収造林方式により計画的に拡大造林等を進める機関として設立された。
設立：昭和43年３月１日

･分収森林の整備のため、造林、保育、間伐等を実施している。

<分収造林＞
分収契約面積:3,812ha
内人工林;3 ,326ha

所 有 形 態 別 面 積
（人工林）ｰ

共和林

法人

（1５

ー

<緑のオーナ制度＞
分収林箇所数４ヶ所

面積27.51ha(上記人工林の内数）
契約者数203人

<造林事業以外の業務＞
植物公園緑花セソターの管理業務
緑のコソサルタソト事業
森林土木測量工事の測量設計等の受託業務
林業労働力確保支援セソター業務
森林病害虫防除機器貸付業務
資料：森林整鯛課業務賓料

弓 5 -



11．林業労働

ポイント
（減少し高齢化する林業就業者）
国勢調査によると平成７年の本県の就業者は2,078人で、昭和30年に対して

85％の大幅な減少を示している。
また、６０歳以上のものが占める割合が、昭和33年の8.8％に対して平成７年

は48.2％となっており、高齢化の進展が著しい
しかし、近年、若年層の新規参入もみられ、平成２年から平成７年にかけて

若干ではあるが減少傾向が鈍化している。
今後、若年新規参入者の更なる確保及びその定着が課題となる。

<林業就業者数と年齢階層別就業者数及び構成比の推移＞
＝

上段：就業者数(人）
下段：構成比(％）

年 次 総数’１５～19歳|２0～29歳1３０～39歳I４０～49歳１５０～59歳|６０歳以上
1,188

- 一 一 一 一 ｰ - -

８．５
3,942

一 一 一 一 一 一 一 一

２８．１
2,962

- 一 一 一 - - - ＝

２１．１
2,464

一 一 １ ■ ■ 一 一 一 一 一

１７．５
2,255

一 一 一 一 一 一 一 一 一

１６．０
1,240

- 一 一 一 一 一 一 一 一

８．８昭和30年 1４,０５１

５３６
二 一 一 一 一 一 一 一 一

４．０
3,041

- 一 一 一 一 一 一 一

２２．８
３，５３５

- - - - - 一 一 一

２６．５
２０４５８

一 一 一 一 ー 一 一 一

１８．４
2,287

ー 一 一 一 一 一 一 ■ ■ ■

１７．１
1,506

- 一 一 一 一 一 一 一 』 ■

１１．３
昭和35年 13,363

９６
一 一 一 - ４ ■ ■ 一 ｑ ■ ■ ｑ ■ ■

１．４
1,878

一 一 一 一 一 一 一 一

２７．３
1,704

一 一 一 一 一 一 一 一

２４．８
７６６

- ■ ■ 一 一 一 一 一 一

１１．１
___｣』a4L.

１９．５
1,097

一 一 一 一 一 一 ■ ■ ー ＝

１５．９昭和40年 6,882

４８
■ 一 一 一 一 一 一 一 一

０．８
３０４

- - - - ｑ ■ ■ - - -

５．１
1,216

- 一 一 一 一 一 ■ ■ 『 ー

２０．４
1,751

一 一 一 一 一 一 一 一

２９．４
1,385

一 一 一 一 一 一 一 一 屯

２３．３
1,252

一 一 一 一 一 ＝ 一 一 一

２１．０昭和45年 5,956

６４６
- 一 一 一 一 ー ■ ﾛ ■ ■ 一

１２．９
１，６９３

- - - - - - - -

３３．８
２５

一 一 一 一 一 一 一 一

０．５
２１３

一 一 一 一 一 一 ｑ ■ ■ 一

４．２
1,392

ー ー 一 一 一 一 一 一

２７．８
1,045

一 一 一 一 一 一 一 一 一

２０．８昭和50年 5,014
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一 一 一 一 一 ■ ■ 一 ． ■ ■

８．５
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- ー ■ ■ 一 一 一 一 -

０.４
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ー ー - １ ■ ■ 一 一 一 一

４．０
1,170

一 一 一 一 一 一 一 ■ ロ

２８．７
１，４１９

ー ー ー 一 一 一 』 ■ ■ 一 セ

３４．８
９６０

- - - ー - - - ＝

２３．５昭和55年 4,077

１２
Ｐ 一 一 一 一 一 一 一 ■ ■

０．４
１２２

- ■ ■ ｑ ■ ■ Ｉ ■ ■ ー 一 一 一

４．０
２３２

- 一 一 一 一 一 一 一

７．７
５７６

- 一 一 一 一 一 一 一

１９．１
1,278

- 一 一 一 一 ｰ - - ÷

４２．３
799．

一 一 一 一 一 一 一 一 口

２６．５昭和60年 3,019

１１
一 一 一 一 』 ■ ■ 一 ４ ■ ■ ー

０．５
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一 一 一 ■ ■ 一 一 一 一

３．７
１５４
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３６．４平成２年 ２，３１２
ｰ

５４５
一 一 一 - 一 一 一 一 口
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１，００１

- １ ■ ■ 一 ｑ ■ ■ - ー 一 一 ■
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資料：国勢調査
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<地域別年齢階層別就業者数及び構成比＞

上段：就業者数(人）
下段；櫛成比(％）

地域区分｜総数’１５～19歳|２０～29歳|３0～39歳|４0～49歳|５０～59歳|６０歳以上
６

■ ■ 一 一 ■ ■ 一 一 一 一
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１
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２
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資料：平成７年国勢調査

<森林組合における新規参入者の採用状況＞
平成４年から一部の森林組合において、月給制の導入等労働条件の改善を推進し、労働力

を積極的に確保しようとする動きがみられる。

採
用
時
年
齢
別
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２
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※新規参入者とは、林業に初めて就業する者をいう。 資料：林業振興課業務資料
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採 用 年 次
採 用 組 合 数
新 規 参 入 者 数
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ポイント
（依然として多い重大労働災害）
労働災害は、着実に減少しているが、地産業と比較しても死亡災害等重大災

害は依然として多い。
平成９年は、１0年ぶりに死亡災害ゼロとなったが、今後ゼロ災の継続と事故

発生時の緊急連絡救助体制の整備が課題。

<労働災害発生状況の推移＞

’全 産 業 林 業
被 災 者 数

「弓̅扇E芒
考被 災 者 数

「5̅壱元芒
傭年 次

慨蓋｜
昭和57年
昭和58年
昭和59年
昭和60年
昭和61年
昭和62年
昭和63年
平成元年
平成２年
平成３年
平成４年
平成５年
平成６年
平成７年
平成８年
平成９年

一

一

一

・

一

尋

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

細一哩一珈一皿一睡一”一纈一獅一迦一池一咽一伽一脈一廻一郵一狸一蝿一晒

邑
■
■
一
●
伊
一
０
ヶ
一
Ｑ
ザ
一
●
■
一
■
▽
一
ｏ
ｒ
一
色
■
▼
一
ｇ
ロ
一
●
″
字
６
庁
一
●
Ｇ
一
Ｄ
Ｐ
』
●
ワ
《
Ｑ
垂
一
■
Ｐ
一
■
ザ
一
８
画

５
-
５
-
４
-
４
-
４
-
３
-
３
-
３
-
３
-
３
-
３
』
２
毒
２
-
２
-
２
-
２
-
２
迄
２

-

一

一

一

重

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

垂

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

一

一

・

・

一

一

一

一

一

一

一

一

←

娼一犯一塑一加一亜一過一理一超一型一羽一釦一釦一訂一詑一妬一塑一虹一五

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

』

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

４９１
４６５
４１１
３６９
２９０
３０４
３１８１
２２９
267-----砺１
２０２
１９９
１６０
１７１
１６３
１３８
１３８
１２８

古

寺

→

二

画

二

一

二

・

二

口

。

-

４-４-１-４-２-１-４一二-一２-２-１-３-３-３-４-２一一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

ロ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

労災保険給付データ（和歌山労働
基準局資料）より作成
被災者数は、休業４日以上
平成７年までのデータは確定値

ｰ

※ 参 考
死傷年千人率（平成８年全国値）
全 産 業 ３ ． ４
製 造 業 ３ ． ８
鉱 業 １ ８ ． ５
建 設 業 ７ ． ２
貨物運送業９．５
港湾荷役業１０．０
林 業 ２ ８ ． ７
（林材業労働災害防止年報）

ー

昭和55年を100としたときの推移
'一・一全産案一■-号称劃

120 - - - - 凸 ÷ 一 一 一 一 一 凸 ÷ 雫 壷 ． ｡ = ﾏ ｰ r

1(X)

帥
■

～●班6０ 麹--陰唾一
悪

4(）

凸 凸 一 己

鋤

０
＄

■ q 甲 ▼

.55S.56S.57S､58S.59S.a)S.61S・錘S.63II.元11.211.３１１.４１１．５Ⅱ６II.７Ⅱ､８Ⅱ９
年 次

一 巽 一



１２林業金融

ポイント
・主な林業関係制度金融には、農林漁業金融公庫資金、林業改善資金、木材
産業等高度化推進資金がある。

．これらのうち、県では林業改善資金の貸付けや木材産業高度化推進資金の
貸付原資の供給を行っている。

林業関係制度資金の貸付実績及び残高
(単位；千円）

平成７年度末 平成８年度末 平成９年度末

貸 付 実 級
貸 付 残 高

49,763
245,669

38,823
197,617

63,273
194,104

林 業 改 善 資 金

ー 木材産業等高度化
推 進 資 金

貸 付 残 高 1,013,200 １，０８５，５００ 924,000

<林業改善資金＞
林業経営の改善、林業労働に係る労働災害の防止、林業経営の改善、林業労働に係る労働災害の防止、林業労働従事者の確保及び青年林業者

等の養成確保を図るための林業従事者等の自主的努力を積極的に助長することを目的に無利
子の資金を貸付ける。

林業改善資金制度の仕組み

の

洲:繍駕
、|／

亙渋引鷲欝欝計市町

『‘申
請

林業従事者等

事務委託機関
(森*翻合連合会）

ー 県
2／３補助

事務再委託機関
（森林組合）市 町 村

林業従事者等

弓 9 -



<木材産業等高度化推進資金＞
木材の生産及び流通の合理化を促進し、木材供給の円滑化を図るため、木材の生産〕

通を担う事業者がその行う事業の合理化を推進するのに必要な資金を低利で融通する。
木材の生産又は流

木材産業等高度化推進資金の仕組み

｜ 園 ’国

出
費
等

／、

’ ｜
’農林漁

燕
業信用

金
、’

南手合
理

１
１
１
０
１
１
０
０
０
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一一

認

一一一
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一一一

一

Ｉ
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Ｏ
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県金’ ４
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へ

原 低 Ｉ合
資 利 Ｉ理
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- １画

薑雨-産
（４，３倍協調融資）‘

＝

Ｉ化
Ｉ計
Ｉ画請
Ｉ

司
定

指定金融機関 借 受 者

Ｔ
債務保証

<農林漁業金融公庫＞
農林漁業者に対して、農林漁業者に対して、農林漁業の生産力を維持増進するために必要な長期かつ低利の資金

で、一般の金融機関が融通することを困難とするものを融通する。
林業基総轄備資金(造林､林道資金)､森林整備活性化資金及び農林漁業施設資金などがある。 ー

<農林漁業信用基金＞
農林漁業信用基金の債務保証制度は、林業者等が林業経営の改善又は木材の流通の合理化

のために必要な資金を融資機関から借入れる場合に、その借入れに係る債務を保証して､'こ
れらの資金の融通を円滑にすることを目的としている。

一巡０-



木材産業Ⅳ

木材需給
木材価格
木材輸入
木材加工(製材工場）
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●

●

●
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木材の流通
住宅建設
木材利用推進
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Ⅳ 木 材 産 業
1．木材需給

ポイント
､平成８年次の木材需要は1,190千m3で、前年を３%下回った。
･国産材は243千m3で前年比１%減少した。

外材は947千m3で前年比３%減少した。
･木材の自給率は20％で昨年と同様であった。

木材需給の推移（和歌山県）
素材の入荷量と自給率の推移
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2．木材価格

ポイント
・昭和50年を基準とする木材価格は、５４年、５５年に急上昇したものの、５６年
から低下を続けた。

・62年以降は旺盛な住宅建設に支えられ、ひのき材を中心に上昇したが、平

成３年には景気の拡大が減速するなかで住宅着工戸数が大幅に落ち込み、
国産丸太価格は上昇から下降に転じた。

製材用素材価格の推移(全国値）
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木材製品卸売価格の推移(全国値）
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木材輸入３

ポイント
･平成８年の外材の素材入荷量は、947千m3で、米材が93%を占める。
内訳は、米材879千m3、南洋材38千m3，その他30千m3である。
･昭和58年と比較すると、米材の割合が８ポイント増加している。
･近年フィンランド材等北欧材の輸入が増加傾向にある。

外材の素材入荷量の推移
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４．木材加工（製材工場）

ポイント
・製材工場は年々減少傾向を示している。
・県内の国産材工場は、全体の37％を占めているが、素材入荷曇は16％にす
ぎない。

・国産材工場は、外材専用、国産材外材併用工場に比べて規模は小さい。

製材工場数の推移
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５．木材の流通

ポイント
･木材の流通経路は複雑多岐にわたっている。
･国産材では、原木は市売市場経由が69％と最も多く、製材品では需要者へ

の直接販売と市売市場経由がともに30％で最も多い。
･外材では、原木は卸売業者、商社仕入れがともに50%弱で流通を２分し、

製材品は卸売業者経由が61％と最も多い。

の流通経路(和歌山県)(平成３年）
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６．住宅建設

ポイント
・全国住宅着工戸数は、平成３年には、景気の低迷から急落し、前年を19.7％
も下回ったが、平成４年以降平成６年までは順調に回復した。平成９年は、
消費税アップの関係から前年比15.6％減の139万戸となった。
・県内住宅着工戸数も同様の推移を示し、平成９年は前年比17.5％減の8.779
戸となった。

住宅着工戸数と木造率の推移
（全国）
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７．木材利用推進

ポイント
･木材需要の減少、代替材の台頭等により低迷する林業生産活動を活性化する
ため、庁内に「木の国プロジェクト推進会議」を設置し、公共建築物の木造
化を推進。
･県木材利用推進協議会内に材料供給部会を設置し、県下５ブロックに分けた
材料供給体制を整備。

木の国プロジェクトの推進方法
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①プロジェクト実現のための方策検討
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｜③木材使用情報の把握
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Ｖ森林の総合利用
-

都市と山村の交流
森林・林業教育
緑とのふれあい
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Ｖ森林の総合利用
１．都市と山村の交流

ポイント
･平成６年度から９年度まで「都市と森林・林業ふれあい促進事業」を計１１
町村にて実施。

･事業実施主体は、主に市町村。（平成９年は、３町村で実施）
･森林組合、林家等の参加を得て、都市住民と林業体験等で交流。

事 業 名

森林・林業ふれあい体験教室

市 町 村 内 容

平成10年２月16日～17日
応募者数：大阪、和歌山市の押花グループの婦人（27人）
村内協力？南部川村の押花グループ、村内婦人
内容：森林散策、備長炭風鈴への押花、風鈴作り
平成10年３月27日～28日
応募者数：大阪府、和歌山市の都市住民（21人）
村内協力：龍神観光協会
内容：栗苗の植裁、森林散策
エスコートin熊野平成９年10月９日～11日
応募者数：都市住民の女性（22人）
町内協力：熊野川町
内容：熊野古道散策、カヌー体験

アドベンチャーin熊野平成10年３月27日～29日
応募者数：都市住民５組の家族
町内協力：熊野川町
内容：熊野古道散策､草履作体験､瀞峡ハイキング

南部川村
ｰ

森林・林業ふれあい体験 龍神村

エスコートin熊野
アドベソチャーin熊野

熊野川町

ー
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２．森林・林業教育

ポイント
･和歌山県では、平成５年より小学校で、森林・林業教育を実施している。
･林業研究グループ活動として、「森林からのメッセージ運動」を実施。
．主に小学校５年生を対象に実施。
･平成９年には、３５校、2,533人を対象に実施。

｢森林からのメッセージ運動」について
主催者：和歌山県林業研究グループ連絡協議会

催：和歌山県
容：小学校５

共
内 小学校５年生を対象に林業関係者（林業研究グループ員）が、森林の働き、森林

の育成、木材や林産物についての解説や体験を話する。
また、樹木の標本、チェソソー、シイタケ、その他サンプルを活用。

ｰ

素でJ腿昴重】茄
弔劃

、／
＝

ー

児童の感想文より

林 業

「小さい頃私は、林業なんて全然自分には関係ない」とずっと思っていた。だけど、自分の
周りにはたくさんの木でできた物があった。
林業は、木を切り、売って、買ってもらう仕事だと思っていたが、大ハズレで、林業をする

のは、木を植えて育てることから始まることがわかった。それに、６０年後く･らいにやっとお金
が入るなんてすごいしんどいことだと思います。
人間が一生に吸う息は杉の16本分になると聞いてびっくりしました。二酸化炭素をすって木

は生きていけるものなんだなと感心しました。
１回木を切らせてもらったけど一つの枝を切るだけでものすごく大変だったので林業をする

人達は、がんばっていてすごいと思った。林業をする人たちは、自然を大切にしています。
私も力になれることがあればやってみたいです。林業の人達は、自然にやさしい。

ノ、

壱 2 -
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３．緑とのふれあい

ポイント
･緑とのふれあいの場とし、植物公園緑花センターを設置し、多くの県民に
利用されている。
･森林での自然観察等県民の利用を図るため､各種施設を整備し護摩壇山森
林公園としてオープンした。
･国土保全機能と森林浴などが楽しめる保健機能を兼ね備えた生活環境保全
林を整備している。

【植物公園緑花センター】
面積：11 .7ha
所在地：那賀郡岩出町
主要施設:本館、ウッデイハウス､東屋､温室､水生植物園､展望台、自然保護センター、

パノラマ花壇、大広場
森林：クヌギ、コナラ等の天然林
利用状況：平成９年度１７万６千人

ｰ

【護摩壇山森林公園】
面 積 : 3 2 9 h a
所在地：日高郡龍神村
主要施設：林間広場、野外ステージ、遊歩道、駐車場、観察スポット総合案内所、 シ ャ

クナケ園等
森林：ブナ・ミズナラ等の天然林及びスギ・ヒノキ人工林
利用状況：平成５年６月から平成10年３月１２万４千人
備考：県民参加のシャクナケの森造成事業（平成６年度～）

ー 約1,300人により約10h ａに５万２千本のシャクネナゲが植栽された。

二

一 ・
Ｐ

ｰ

護 摩 壇 山 森 林 公 園
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【生活環境保全林整備状況】

§ -

ー

一 弘 -

番号 所 在 地 区域面澗
(ha) 最 観 特 性 及 ぴ 地 域 の 特 徴 的 な り Ｉ 項

１ 和歌山市岩橋 艶.９ 保安林を含む間辺は、古城群が点在する紀伊風土肥の丘特別史跡地であり園内には、松下配念館、万葉
植物園などが配股された古代文化の学習の地でもある。

２ 海南市大野中 43.3 麗白山系稜線大野戦跡付近の自然林で、優れた眺盟をもち、都市近郊林とＬての利用が期待される。
林内には、雨の大明神が祭られ、雨乞いの僧仰の場として地元住民に親しまれている。

３ 海草郡野上町梅本 4.73 関西で唯一のススキの大草原が広がる県立自然公間生石岡原のハイキソグコー系のスタート地点に位歴
し、季節感豊かな樹甑を槌栽することで健全で親しみあふれる森林に導いている。

４ 那黄郡岩出町
東坂本 31.0 紀仙郷県立自然公園内にあり隣接の樋物公園緑花セソター、昭和の森などのリクリエーショソ野外魔設

と一体となって年間を通じて県民の憩いの柵となっている。

５ 那賀郡岩出町
根来 1０．１ 周辺には、県緑花セソターや歴史的に名高い恨来寺、粉河寺があり、近隣からの利用者も多く、森林整

傭や治山旋醗の整飼により山地災害を防止する。

６ 那賀郡打田町
竹房

15.8 郁市近郊の森林であり南側に瞬接して瓜パラグライダースクール、指定区域内には百合山新四国八十八箇所の巡
礼路があり、地域住民の患いの場である。史た、眼下に紀ノ川が境れており眺盟を楽Ｌむ人も多い。

７ 那賀郡粉河町
中津川 34.0 ｢紀泉高原ふるさとエリア計画｣において、展盟台、野外ステージ、キャソプ場等の計画がある。頂上付

近からは関西園畷空港、紀ノ川平野が一望でき、県内外とわず来訪者が多くなると思われる。

８ 那賀郡粉河町杉原 42.1 指定区域の勉門山山頂付近には、貴亜な自然環境が保存されており、希少動植物の生育環境の塾備を行
い良好な自然環境を育成している。周辺では、ハソグライダー、カヌー等のスポーツが盛んである。

９ 伊都郡かつらぎ町
中飯降

４．６ 県立「紀北腎年の家」内に位世し、森林整個や山囮工を実施することにより、スポーツ、研悠、野外活
動等への利用に供するとともに山地災害を防止する。

1０ 有田郡吉備町
大焚畑

1７．３ S釣アメニテイタウソの指定により、町北葛123haの町布地にフルーツ員園、保饗宿泊箆段等が計画されている。
鼻林裕公閨、林間キャソプ場等も同計画の一Ｎとして位凪づけられ、地域･鄙市住民の鋤､の場とＬ利用する。

1１ 有田郡吉備町熊井 ３．０ 隣接地には、町営球場、テニスコート、国民宿舎等が整嗣され、周辺の森林を整開することで、保健体
養機随を墹大させしクリエーショソ窟段として利用するとともに人命・施設の安全を砿保する。

1２ 有田郡広川町
下津木 ６．４ 広川上涜広川ダムの北側斜面に位置し、ダム周辺の森林を整佃し、水源かん養、土砂流出防止の機能を

商めている。

1３ 日高郡美浜町和田 40.1 地域内の松林は藩政時代から周辺農民が育ててきたもので、現在も背後の農耕地を潮害・風害から守っ
ている。日の岬や遊成寺への観光ルートでもあり、観光客の利用も多い。

1４ 日高郡日高町産湯 11.6 周辺には、日の岬、アメリカ村等名勝地が多く、自然とのふれあいを璽視し四季・風土にあった樹甑を
柚栽している。付近の公園とタイアップし、環境を考えた遊歩遊等の整備を行い利用度を高めている。

1５ 日高郡川辺町南山 1３．５ 川辺町南山運動公園を取り巻くように設置され、スポーツ、研修、レクリエーショソに硯しむ人々の体
養林として親しきれている。

1６ 日高郡中津村船津 1７．０ 捗山ダム、阻神温泉、煙樹が浜等観光ルートとして県内外の来訪者が多い。本格的なゴルフコースもオー
プソしており、利用者も墹加甑向にある。

1７ 日高郡美山村
初湯川 ５．８ 県下一の縛山ダムの近瞬に位通し、リフレッシュエリアふやまの里（公園）とタイアップした現境づく

りを考え、山村地域の活性化を図ろ。

1８ 日高郡龍神村
五百原 １"､０ 蔑摩咽山を背鼠に高野、神国定公閲に位肚し、優れた踊観を布する。ブナの原生林やシャクナケ、ドウダソツツジ

等が目生ずる。近走する高野飢神スカイライソは、北に高野山、南に鮒神圏泉を擁し、観光ルートとなっている。

1９ 田辺市秋津川 ８．９ 市街地間辺の放閲された森林を地域住民のニーズにあった多目的機能を持つ「水源の森」「保鯉休養の
森」として総合的に整備し、保安林機嵯の維持・向上を図っている。

2０
西牟典郡白浜町
平草原 1４．０

白浜観光地へ焼く白浜スカイライソ沿いに位股し、付近には紀州博物館がある。林内には起伏に商む２
kmのファミリートリムコースが設丑され、地域住民の体づくりの鳶として親しまれている。

2１ 西牟婁郡串本町
潮岬 弱.０ 本州且南端に位匠し、林相は黒潮の影容で騒帯照葉樹林を形成している。「ふれあいの森Ｊいこいの森」

｢学習の森｣｢野鳥の森｣などが設澄されている。

2２ 東牟婁郡本宮町
向山 75.0 照野川沿いに広がる自然林。林内には修駿逝侭仰の照野奥駆動が走り、熊野侭仰の史跡が点在する。周

辺には、本宮温泉郷、本宮大社、瀞八丁等をひかえ、年間最多の観光客が訪れる。

2３ 東牟婁郡古座川町
洞尾 1６．０ 天然腿念物「一枚岩」を中心とする川辺の奇岩景跨地で、上流には、桜の名所「七川ダム」があり、四

季を通じて観光客が多い。紀伊半島南端の主要な観光地のひとつである。

2４ 東牟典郡古座川町
佐田 40.0 七川ダムを中心とした周辺は、全国桜百選に週ばれた桜の名所として有名である。その桜を中心として

蒐備を行っており、四季を通じて自然が楽しめる。

2５ 東牟婁郡古座町
伊串 ７．７ 地域内には、弘法大師ゆかりの神王寺があり、頂上付近からの眺望はすぱらい､ものがある．整肘する

ことにより町民、近郊の人々 や観光客の保健休蕊の場としていく。

2６ 東牟婁郡熊野川町
玉吐口 ２１．５ 吉野照野尻寸公間の代菱的観光地である瀞八丁の入り口に位殿する。桜、紅葉を中心に森林改良が行わ

れ四季を通じて自然が楽しめる。

2７ 東牟典郡
那智勝浦町大野 1４．０

周辺には、全国植樹祭跡地や照野那智大社などがあり、地域を整侭することにより那智勝浦町山間部の
一体的な観光地、付近の人々 や旅行客の保健休蕊の場となる。
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Ｉ

＜かしの木バンク＞
かしの木のドングリをお金に象たてて貯金をしてもらい、ドソグリ100コ当たり１本の苗

木を払い戻す銀行です。払い戻される苗木は、ドソグリから育てられたものの他、県内に自
然分布する樹種も対象としており、森林づくりに役立てられています。
貯金されたドソグリの融資も行います。

実施：（財)和歌山県緑化推進会

【対象者】
県内の子供達(主として小学生）

【受付期間等】
種子(ドソグリ)受付期間:10月１日～11月30日
苗木の支払い期間：２月１日～３月31日（支払日設定）

ー

【苗木への変換率】
ドソグリ類の苗木
その他の苗木

リ

リ

グ

グ

ン

ソ

ド

ド

０

０

０

０

１

２

本
本

１

１

【平成９年度の実績】

ｰ

【かしの木バンクのシステム】

、、

、、 』

÷

支 店 登 録 実 繊 支払苗木実績

海 草 支 店
那 賀 支 店
伊 都 支 店
有 田 支 店
日 高 支 店
西 牟 婁 支 店
東 牟 婁 支 店

233千個
９８
137

師
弱
255
160

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

０

１

ｌ

１

ｌ

ｌ

１

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

６０件
妬
１８
２７
３５
１３６
３０３

532本
464
555
８５
１鯛
５２９
５２０

合 計 615 １
１
■

1,025 2,873

各支店
海草支店
那賀支店
伊都支店
有田支店
日高支店
西牟婁支店
東牟婁支店

苗

木

生

産

者

預

金

者

(小学生等）

〃

苗 木 納 品

／

〃
登録・通帳発行
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苗 木 払 戻
〃 、
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Ⅵ和歌山県林業の諸指標

､ -

､ -

平成７年３月31日現在、林野庁「森林資源現況」
1997林業統計要覧
平成８年木材需要報告書
平成８年特用林産物需給表
平成８年生産林業所得統計報告書

(注）１．
２．
３．
４．
５．

-５７-

区 分 和歌山県
Ａ

全 国
Ｂ

対全国比
(A/Bx100) 本県の順位

土地面積
(建設省国土地理院｢都道府県別面蔚調」ずha 472 37,783 １．２ 3０

林野面積
(林野庁「森林資源現況」）

千ha 364 25,146 １．４ 2５

林野率
(林野庁「森林資源現況」）

％ 7７．０ 6６．０ ９

人工林率
(林業統計要覧） ％ 60.3 39.9 ８

人工林面積
(林野庁「森林資源現況」）

千ha 224 1０，３９８ 2.2 1７

人工林面積（民有林）
(林野庁「森林資源現況」）

千ha 212 7,952 ２．７ 1５

人工林蓄積（民有林）
(林野庁「森林資源現況」）

59,599 1,599,759 3.7 ４

林道密度（民有林）
(７年度末）

m/ha 3.8 ４．４ 3８

素材牛産景
(木材需給報告書）

千m3 266 22,469 1.2 2９

素材需要量
(木材需給報告書）

千m3 1,190 49,055 2.4 1３

外材輸入率（素材）
(木材需給報告書）

％ 7９．６ 5５．１ - ７

乾しいたけ牛産最
(特用林産物需給表）

ｔ 3２，８ 6,884.4 0.5 2９

生しいたけ生産儲
(特用林産物需給表）

ｔ 605.2 75,156.9 0.8 3９

白炭牛産最
(特用林産物需給表）

ｔ 1,740 5,790 30.1 １

さんしよう生産量
(特用林産物需給表）

ｔ 109.0 281.8 38.7 １

林家数
(19”年センサス）

戸 29,321 2,508,610 １．２ 4０

林業専業労働者数
(1９"年セソサス）

人 １，１３３ 76,967 ２．９ 2８

生産林業所得
(生産林業所得統計報告書）

百万円 １１,６０５ 551,055 ２．１ 2８
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和歌山県振興山村・過疎・特定農山村地域図
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Ｉ山村・過疎地域
1．山村・過疎地域

ポイント
「振興山村地域」は、林野面積の占める比率が高く、産業基盤や生活環境

の整備水準等について他の地域に比較して一般に低位な地域である。
現在､県内の振興山村地域は､２９市町村65地域で県総面積の約63%を占め

るが、県の総人口に対する比率は6.6％と低い。
一方、「過疎地域」は人□の著しい減少に伴って地域社会における活力が

低下し、生産機能及び生活環境の整備等が他の地域に比較して低位にある地
域で、県内の過疎地域は、過疎地域活性化特別措置法に基づき17町村が公示
され県総面積の約55％を占め、県の総人□に対する比率は6.6％である。

ﾐ ｰ ﾀ ﾞ

和歌山県の過疎町村及び振興山村の概要

(注)平成７年国勢調査、和歌山県農林水産統計年報 ｰ

過疎町村の要件
・人口減少２５％以上(昭和35～60年の人口減少）
・財政力指数0.44未満
・町村単位

振興山村の要件
・林野率75％以上かつ人口密度1.16人/ha未満、旧町村単位
・交通、通信、産業基盤、生活環境に関する施設等の整備が不十分であること。

竜 卜

区 分 (旧町村数）
町 村 数 総 面 積 林野面積 耕 地 面 積 総 人 口 備 考

過 疎 町 村 1７ 261,042
ha

239,926
ha ha

5,579
人

71,750

振興山村地域 (65）
2９ 297,099 275,079 4,197 71,593

全 県 5０ 472,429 363,728 39,400 1,080,435

蜜一室蔦 55.3
％

66.0
％

14.2
％ ％

６．６

堅峻一室頁 62.9 7５．６ 1０．７ ６．６



２．人口動態

ポイント
人口の動向をみると、我国における昭和30年代からの高度経済成長に伴う

大都市圏への人口集中により、本県においてもその影響を受け人口増加率は
極めて低い水準となっている。

このような中にあって、本県の振興山村・過疎地域では昭和35年から昭和
45年の10年間に急激な人口減少がみられ、その後人口減少は鈍化傾向にある
ものの依然として今なお若年層を中心に人口減少が続き、かつての人口の約
50％となっている。

過疎町村及び振興山村と全県の人口

ﾐーノ

…

(注）国勢調査、△は減少を示す。

-６１-

地 域 別
実 数 （ 人 ）

昭和35年 4０ 4５ 50 5５ 60 平成２年 ７

全 県 1,002,191 1,026,975 1,042,736 1,072,118 1,087,012 1,087,206 1,074,325 1,080,435

過 疎 町 村 133,923 116,000 98,812 90,718 85,406 79,979 75,055 71,750

振 興 山 村 132,401 113,136 97,019 89,068 83,229 78,942 73,698 71,593

地 域 別
増 減 率 （ ％ ）

35～40年 40～4５ 45～50 50～5５ 55～6０ 60～H２ H２～H７ 35～H７

全 県 ２．５ 1.5 ２．８ 1.4 0.0 △1.2 0.6 ７．８

過 疎 町 村 △13.4 △14.8 △8.2 △5.9 △6.4 △6.2 △4.4 △46.4

振 興 山 村 A１４.６ △14.2 △8.2 △6.6 △5.2 △6.6 △2.9 △45.9



３．山村の年齢別人口の動き

ポイント
山村地域の年齢構成の推移をみると、１５歳未満の年少人口率が昭和35年に

30%台であったものが、現在では10%台と大きく減少している。
反面、６５歳以上の高齢化率については30％を超える地域もあり急激に高齢

化が進行している。

山村・地域の年齢構成の推移

ｰ

132,401
-

65才以上
（9.2）

､
'30̅44才､
!(20.0）

(人） （9.6）45～64才ｉ
（20.8）Ｉ

97,019100,0㈹

89,068(20.6) (13.4）
83,229

(14.2）蕊
隷

7８，９４２人
!(20.0） 7３，６９８(18.3） 71,593

(20.6)
|巳

函鼠測撚蝋幟瀞蝋

国繍瀧繍蕊鯵繍

…
●
、
．
蕊
秘
へ

…蕊遣
●
●
、
．
鑓
礎
一

蝋瀧、繍蕩繊繊

ｐ
●■■。Ｑも卓■●。年●●●．-ロも。●●ひ。ｑ
事-，ご・、ロ■●。。。-

ｰ
（24.6）

｜

L̅--
(296）

詫

篭

、
■

》繍識繍郷″
鱗〃鱗由。。。■口早．●、●ｑ・皿．。ｑ

写

■

Ｇ
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■

■
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3 5 年 ４ ０ 年 ４ ５ 年 ５ ０ 年 ５ ５ 年 ６ ０ 年 ２ 年 ７ 年
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４．「紀ﾘil'l・山の日」

ポイント
和歌山県では11月７日を「紀州・山の日」と定め、県民のみなさまに森林

の恵みやそれを支えてきた山村に対する理解と関心を高めていただくため、
さまざまな取り組みを行っています。

[ 趣 旨 ］
和歌山県は昔から「木の国」といわれるように、広大な森林に覆われ、渓谷・清流・温

泉など豊かな自然資源に恵まれています。
このような森林・山村は、水資源のかん養をはじめ、国土保全や環境保全、保健休養の

場の提供など様々な公益的機能を発揮しており、こうした役割に対する国民の関心も高まっ
てきています。
しかしながら、今日まで山を守り、育て、支えてきた山村地域では、過疎化や高齢化が

進行し、地域の活力が低下するとともに林業の不振や担い手不足等から森林・農地等の適
正な維持管理が困難になりつつあります。今後もこのような状態が続けば、さらに山村集
落が衰退し山の荒廃を招きかねません。
こうしたことから、県民の皆様に改めて森林の恵みとそれを支えてきた山村に対する理

解と関心を深めていただき、感謝の心を育むとともに、人と山が共生する豊かな森林・山
村づくりに向けての普及・啓発を行うため、１１月７を「紀州・山の日」と定めています。

-

［「紀ﾘIIII．山の日」を11月７日とした理由］
古来から、紀州の山村では旧暦11月７日に山の神を祭り、山の恵みに感謝し、山仕事の

無事と山の繁栄を祈願する「山祭り」が受け継がれています。
「紀州・山の日」の制定の趣旨を広く県民全体に理解していただくため､11月７日を選

定しました。
ー

[事業等の実施］
「紀州・山の日」の趣旨を普及・啓発するため、次のような事業を実施しています。
(１)ポスター・パソフレット・県民の友・新聞・

テレビ等による広報
（２）記念事業の実施

・記念式典及び記念イベソトの開催
・山村振興功労者に対する感謝状の贈呈
・作品コソクールの実施と優秀作品の表彰
・山村公営宿泊施設への無料招待募集
・山村交流施設等の開放

（３）市町村等関連イベントの実施
． 江

森林体験ミニツアー受付風景

雨

-６３-



[普及啓発イベント実績］
(1)平成６年度

日時、場所：１１月７日（月）田辺市紀南文化会館
参加人数：500人
内容：「紀州・山の日」制定記念フォーラム

・啓発映画
・記念式典、山村振興功労者・絵画作文コンクール入賞者表彰
・記念講演「自然発・味な話」村野武憲
・パネルディスカッション「魅力ある山村づくり」

(2)平成７年度
日時、場所：１１月７日（火）橋本市教育文化会館、市民会館
参加人数：1,720人
内 容 ： 記 念 イベ ソ ト

・記念式典、山村振興功労者・記念作品コンクール入賞者表彰
。講演会「山の日よもやま話」柳生博
・鬼太鼓座公演
・周辺イベント

(3)平成８年度
日時、場所：１１月７日（火）和歌山県民文化会館、会館前広場
参加人数：2,680人
内 容 ： 記 念 イベ ソ ト

・記念式典、山村振興功労者・記念作品コンクール入賞者表彰
・山村体験コーナー
・トークショー（フ才一ク歌手イルカ）
・オール吉本「紀州・山の陣」
各市町村にて紀州・山の日の関連イベソト開催

(4)平成９年度
日時、場所：１１月２日（日）中津村「日高川ふれあいドーム」及び周辺
参加人数：3,000人
内 容 ： 記 念 イベ ソ ト

・記念式典、山村振興功労者・記念作品コソクール入賞者表彰
・森林体験ミニツアー

紀州備長炭窯出し体験、森林宝探しウオーク、いも掘り選手権
・山村体験テソト村
・大自然の野球教室
・周富徳／山の幸スーパークッキソグライブ

各市町村にて紀州・山の日の関連イベソト開催

、琴／

…

-６４-



山村地域の産業 II

産業別就業人口
山村地域の森林及び
林家数等
山村地域の農家数及び
耕地面積等
ふるさと産品一覧表
特用林産物の生産
工業の現況
山村観光客の推移および
宿泊施設数
生活環境(道路現況）
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１１山村地域の産業
１．産業別就業人口

ポイント
山村・過疎地域は、急峻な森林で覆われ平坦地が極めて少なく、一般的に

この地域は生産基盤の整備が困難で就業機会が少なく、県全体の総就業人口
の約７％である。
こうした中、山村・過疎町村の産業別人口の推移を見ると昭和40年に第１

次産業の占める割合が約60％であったのに対し、平成７年には30％に満たな
い現状にある。

産 業 別 就 業 人 口

（山村）ｰ

| …
（第１次産業）

|鍵篭識蕊護黛蕊息
27.1％

(堀3次産ま）
３２．３

40年

４５年
(49,254人）

５０年
(41,442人）

５５年
(40,669人）

６０年
(37,984人）
H２年

(34,893人）
H７年

(35,680人）

’ 3５．７
← 巳

鴬 4０．４

2４３ 4１．２

|驚議蕊繍 4６．１

| … 4６．６

-

(全県）
４０年

(481,181人）
４５年

(551,565人）
50年

(487,213人）
５５年

(498,769人）
６０年

(495,739人）
H２年

(501,431人）
H７年

(518,212人）

| … ’〃 43.0％0.0％

蝿 4６．６

Ｉ剛 5１．２

繭了溺
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■
，
Ⅱ
■
！

5４．２●

5６．７

2９．１ ５８．２1２．７

|譲鴬
１

’
１ 」5９．９2８．４

(注）５５．６０．２年の全県の就業人口は職種不明分を含まず。

資料；平成７年国勢調査
-６５-



２．山村地域の森林及び林家数等

ポイント
山村地域の森林面積は273,660haで全県の75.3%と大部分を占める。

』 ．

保有山村規模別林家数は山村地域で0.1～1haの保有規模が最も多いが構
成比は全県に比べて小さい｡

山村林業の地位

、…／

資料：１”0年農林業セソサス(林業編）

保有山林規模別林家数

ー

資料：１９”農林業セソサス(林業編）

÷

山村地区 ( A ) 全 県 ( B ) ( A ) / ( B ) %

林 野 面 積 ( h a ) 273,660 363,569 75.3

林業就業人口（人） ２,０８２ ２，３１２ 9０．１

林 家 戸 数 ( 戸 ） 9,552 2９，３２１ 32.6

林 家 、 数

山 村 地 域 構 成 比 全 県 構 成 比

０．１～１ha 3,703 戸 38.8 ％ 14,952 戸 51.0 ％ 24.7 ％

１～５未満 3,484 3６．５ 9,832 3３．５ 35.4

５～10未満 1,130 1１．８ 2,225 ７．６ 5０．８

10～20未満 683 7.2 1,288 ４．４ 53,0

20～30未満 ２３８ 2.5 373 １．３ 63.8

30～50未満 159 １．７ 307 １．０ 51.8

50～100未満 108 １．１ 204 ０．７ 52.9

1 0 0 以 上 4７ 0.4 140 ０．５ 33.6

計 9,552 100.0 29,321 100.0 32.6



３．山村地域の農家数及び耕地面積等

農業就業人口

、一ノ

資料：１”5年農林業セソサス(農業編）

函璋 家 戸 数

…

資料：1995年農林業セソサス(農業綴)及び山村カード(H8)

耕 地 面 積

資料：和歌山農林水産統計年報及び山村カード(H8)

詔 7 -

区 分 合 計
男

計 16,-四才 鋤̅田才 帥才以上

女

計 16,-四才 釦 ̅ “ “ 以 上

u肘力鰄
実 数

櫛成比

１１,５０３

lm､０

４，６６９

(1⑩.①
4０．６

231

(4.9）
２．０

834

(17.9）
７．３

3,604

(77.2）
3１．３

6,834

（1ｍ、
５９
①
４

１８９

(2.8）
１．６

２，３１６

(33.9）
20.1

4,329

(63.3）
37.7

その他の
地 域

実 数

構成比

61,857

１００．０

26,237

(1⑩.O）
4２．４

1,842

(7.0）
３．０

７,９１４

(30.2）
１２．８

16,481

(62.8）
26.6

35,620

(1⑩.①
57.6

1,350

(3.8）
２．２

1７,０７６

(47.9）
27.6

17,194

(48.3）
27.8

県 計
実 数

構成比

73,360

100.0

30,906

(1ｍ､0）
4２．１

２,０７３

(6.7）
２．８

8,748

(28.3）
１１．９

20,085

(65.0）
27.4

42,454

(1ｍ.⑳
57.9

1,539

(3.6）
２．１

19,392

(45.7）
26.4

21,523

(50.7）
2９．４

山 村 地 域
県 合 計 1５．７ 1５．１ 1１．１ ９．５ 1７．９ １６.１ 1２．３ １１．９ 2０．１

区 分 総 農 家 数 専 業 l 兼 ２ 兼

山 村 地 域
実 数
櫛 成 比

8,231

100.0

２,４１９

2９．４

1,284

15.6

4,528

5５．０

そ の 他 の
地 域

実 数
櫛 成 比

34,759

1 “

９，２３９

2６．６

７,０３７

20.2

18,483

53.2

県 合 計
実 数

織 成 比

42,990

100

１１,６５８

2７．１

8,321

１９．４

2３，０１１

53.5

山村地域／県合計 1９．１ 2０．７ １５．４ １９．７

区 分 計 田 畑 樹 園 地

山 村 地 域
実 数

構成比

４,１９７

100.0

1,978

4７．１

337

８．０

1,882

44.9

そ の 他 の
地 域

実 数

構 成 比

35,203

100.0

1１，４２２

3２．４

2,163

6.1

21,618

61.5

県 合 計
実 数

構 成 比

3９，４００

100.0

1３,４００

34.0

２,５００

６．３

23,500

59.7



４．ふるさと産品一覧表

- ノ

､ ＝

謡 一

地 域 名 中核産品 少 且 多 品 目 産 品

野 上 町 のかみ田舎
こんにゃく 金山寺味哨 生石間原味哨 よもぎもち 保閉産品（

院閉園様Ｉ
瀬篇､棉圏たわし，
Iのアクセサリー） 綱(ﾐｶｿ､柿､冑､ｽﾓﾓ､ｽｲｶ）

美 里 町 柿 キウイフルーツ さんしよう ス モ そ 酪 農 金山寺味噌 椎 郵

桃 山 町 卸 化 ホ 高冷地野蕊 平、信柿 ス モ そ 落葉果樹(桃､梅） 花 抑 ア マ ゴ

粉 河 町 柿 間冷地冴菓(エソドウ､イソケソ､キュウリ､ナス､ホウレソ草） 貝産加エ品

橘 本 市 櫛 1餅(ｼｬｸﾔｸ､ｶｰﾈｰｼｮﾝ） 千 胃 傷 ミ ョ ウ ガ

かつらぎ町 串 鮪 椎 疎 菊 ホウレソ草 ト マ 卜 山 プ キ ＃ -７ ソ サ サ ユ リ 畑ワサビ ホ竹エ品

高野口町 約 回 秋 菊

九度山町 柿 花 。 ホ 桃 炭 ア ユ

高 野 町 高野マキ ミ ョ ウ ガ 舟冷地野菜 蕊タバコ 花 卉 ホ エ 品 間 届

花 圏 村 プナシメジ ワ サ ピ 間野マキ等 菊 こんにゃく 味 用 切 工 u i g

広 川 町 うんし”み力九 干 再 花 卉 椎 琢 タ ケ ノ コ 里
■ ｰ 竹 生ﾎ(ｼキミ､サカキ､ヒサｶｷ）

金 屋 町 ミ カ ソ シシトウガラシ 高願Ｗ蕊(トマト､キュウリ） 花き(スプレー菊､バラ､カーネーション） 椎 蔀 落葉果闘(柿､樹､スモモ）

滑 水 町 花 卉 陶 芸 品 u l ¥ 襲 草 高冷地野菜 林産加工 ホ 産 葡 産

日 高 町 皿 竹０曲b サ サ ユ リ ボ 海 産 物

川 辺 町 花 卉 千 両 侭 農林産加工 ウ ス イ 箇 畏 脱

中 津 村 ホロホロ鳥 樹 千 両 サカキ・シキミ 八 開 柑 椎 節 嗣 長 脱

腿 神 村 櫛 関ﾄレッシング 圏 泉 閏 柚 子 柚 ぺ し 柚 子 酢 乾 椎 爺 椎節個撒 、神味琳

美 山 村 椎 節 僧 花ホ（千閏） サ カ キ 商野マキ ヒ サ カ キ 柚 子

印 南 町 千 両 シャク･ヤク ワ サ ピ 侭 山 菜 贈設花卉 菊

南部川村 樹 嗣 艮 炭

田 辺 市 僧 ミ カ ソ ス モ そ 花 卉 粟 曾 畏 炭 １ １ X

白 浜 町 花 卉 レ タ ス ミ カ ソ ピ ー マ ソ 當

上面田町 ミ カ ソ 閏 ス モ そ レ タ ス 花 卉

中辺路町 胸 椎 酢 シ シ ト ウ ﾌロイラー 雁 木 木材加エ し め な わ

大 塔 村 シキミ等 Ｌ め じ 椎 茸 樽 シ シ ト ウ ホ 炭 ＆ 獣 肉

日腫川町 樽 茶 レ タ ス ウスイエソドウ 花卉・花ホ ホ 炭 千 両 大 風 山葵、エ品 ホエ製品

<るまエビ･鮎 照 肝 牛 柑楢鼠・篦 惟 茸 シ ソ

すさみ町 樹 イ ノ プ タ ホ 撰 花 卉 レ タ ス 杉 。 梢

串 本 町 花 卉 干 再 キ ン カ ン

新 宮 市 農林産緬工品 椎 節 粟 イ チ ゴ 藁草藁ホ 花 升

那智勝浦町 イ チ ゴ 胤 茶 シ シ ト ウ シ キ ミ 有機野菜 さといも 果 樹 帥 ホ 償 ポ ン カ ン 農産即工品

古 座 町 ポ ソ カ ソ 姫ヒジキ 1 ビ 卉 幟(鮴･鮴） シソジュース及びジャム 味 哨 うつぼ掛撒 干物（アジ、イワシ）

古座川町 柚 子 花 卉 花 ホ 椎 茸 ホ 炭 簡 苗 キ ジ 肉 鮎 ’ 加 工

熊野川町 鼎朋イチゴ 柚 子 花 ホ 味 哨 コンニャク 民 芸 品 ホ エ 品 ｋｈ舟司 紀州地魁

本 宮 町 且 茶 花 卉 野菜加工(頂物､シソジュース） 杉・愉苗 小径加工材 臘 野 牛 肯加工品 乳製品(ソフトクリーム）

北 山 村 ジ ヤ ハ● 壼７ ｲ､怪ホ脇エ 北 山 葛’ ’



特用林産物の生産５

ポイント
・和歌山県で生産されているきのこ類は、シイタケ、ブナシメジ、エノキタ
ケ、ナメコ等であり、最近では菌床シイタケの生産量が増加傾向にある。

・本県特産の紀州備長炭は､根強い需要があり､生産量はやや回復しつつある。
しかし、生産者の高齢化、後継者不足が深刻化している。

．シキミ・サカキ・ヒサカキの生産量は、栽培化も進み、全国有数の生産墨
を誇る。
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クリの生産量 ワサビの生産量
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資料：山村振興課業務資料
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６．工業の現況
(単位：人・％）

､ -

(注）山村カード(８年)及び工業統計調査結果報告書による。

ー

-７１-

区 分
振興山村地域

実 数 構成比

その他の地域

実 数 構成比

県 合 計

実 数 構成比

山村地域

県 合 計

木材・木工
事 業 所 数

従 業 者 数

6５

420

1８．５

1３．２

１，０７９

７,２０３

1９．７

1０．２

1,144

7,623

19.6

１０．３

5.7

5.5

縫製・繊維
事 業 所 数

従 業 者 数

9６

845

2７．３

26.5

１，５２９

14,084

2７．９

20.0

１,６２５

14,929

27.9

2０．３

5.9

5.7

食 料 品
事 業 所 数

従 業 者 数

5２

592

１４．８

1８．５

789

8,797

1４．４

1２．５

841

9,389

1４．４

1２．７

6.2

6.3

機械・金属
事 業 所 数

従 業 者 数

2６

476

７．３

1４．９

657

10,025

1２．０

1４．２

683

10,501

1１．７

1４.３

3.8

4.5

そ の 他
事 業 所 数

従 業 者 数

113

860

3２．１

2６．９

１，４２３

３０,４３３

2６．０

4３．１

1,536

31,293

26.4

4２．４

7.4

2.7

計
珈 業 所 数

従 業 者 数

352

3,193

100.0

100.0

5,477

7０，５４２

100.0

100.0

5,829

73,735

100.0

100.0

6.0

4.3



7．山村観光客の推移と宿泊施設数

ポイント
･山村観光客は、高野山、龍神温泉、本宮温泉郷ともに年々増加している。
･山村地域の公営宿泊施設の割合は13.5％で、その他の地域に比べて高くなっ

ている。

<山村観光客の推移＞ ili位：千人

4０ ４５ 5０ 5５ 6０ H２ H７ H８ H９

１，２１１

７２３

５２４

高 野 山

龍 神 温 泉

本宮温泉郷

1,130

２２

９９

1,055

４２

１４８

1,196

４６

１９３

1,241

４６９

２５８

1,155

４６３

３３２

1,237

６５６

４１０

1,289

７１９

５００

1,280

７５８

５２９

＝

山村観光客の推移

|一鹿野山■･･■神鰹夙一▲一本窓盗泉寓’
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一
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今
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亨

凸
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一
｝

一
→

ＬＴ砂０
４ ５ ５ ０ ５ ５ ６ 0 H ２ H ７ H ８ W ９

年

資料：県観光課調べ
一

ｰ<宿泊施設数＞
(単位；戸・人・％）

計 一 般 旅 館 公 営 宿 泊 施 設 民 宿
区 分

数 収容人員 数 収容人員 数 収容人員 数 収容人員
山
村
地
域

実 数 3５ 2,49326(） 2１，０６２ 112 1５，６６７ 113 ２，９０２

柵成比 100 １００ 4３．１ 7４．４ 1３．５ 1１．８ 4３．４ 1３．８

地

域

そ
の
他
の

実 数 62,352909 599 51,472 1２ ３，３４１ 298 ７，５３９

柵成比 １００ 100 6５．９ 8２．６ １．３ ５．４ 3２．８ 1２．０

県
合
計

実 数 １，１６９ 8３，４１４ ７１１ 6７，１３９ 4７ 5,834 411 １０,４４１

櫛成比 100 100 6０．８ 8０．５ ４．０ ７．０ 3５．２ 1２．５

山 村 地 域 2２．２ 2５．２ 1５．８ 2３．３ 7４．４ 4２．７ 2７．５ 2７．８
県 合 計

資料：山村カード(８年)及び観光客動態調査による。

可 2 -



８．生活環境(道路現況）
(単位:km･%)

、琴ノ

ー

資料：山村カード(８年)及び県統計年鑑等による。
（）は、それぞれ改良率及び舗装率である。

-７３-

区 分
振 興 山 村 地 域

実 数 構 成 比

県 合 計

実 数 構 成 比

国 道

改 良 済

舗 装 済

529

319

492

１３.６

(60.3）

(93.0）

999

643

969

８．１

(64.4）

(97.0)

主 要 地 方 道

改 良 済

舗 装 済

380

148

310

9.8

(38.9）

(81.6）

900

352

843

7.3

(39.1）

(93.7）

一 般 県 道

改 良 済

舗 装 済

421

１６８

383

１０.８

(39.9）

(91.0)

904

204

850

７．３

(22.6）

(94.0）

市 町 村 道

改 良 済

舗 装 済

2,562

746

1,604

6５．８

(29.1）

(62.6）

９，５３４

３，２３２

7,532

77.3

(33.9）

(79.0）

計

改 良 済

舗 装 済

3,892

1,381

2,789

100.0

(35.5）

(71.7）

1２，３３７

４，４３１

1０,１９４

100.0

(35.9）

(82.6）
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資 料
ﾐーノ

森林資源現況表
樹種別面積
森林資源構成表（全県）５条森林
林業生産及び生産額の推移
林業地域の指定市町村一覧表
民有林林道延長一覧表
林業就業者数の推移
林業研究グループ及び会員数
山村地域（振興山村）現況一覧表
林務関係行政組織図
和歌山県林業関係団体一覧表

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

．

１

１

１-ノ



’
上

’
Ｐ

ｌ

’

戸、
～

’
’

’
１

１

’ｒ婁窪､

’

’
’

ノ

１

１

’



１
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1．森林資源現況表
【 》 量

ＴｌｌｌｌＩｌｌｌｌｌ’
’
１

１１-吋率呼

､…／

叩》

る※ 小 数 点 以 卜 を 凶 播 血 人 し た た め 台 d T ど 内 訳 か 一 致 し ／ よ い ‘ - ． 巨 刀 、 の ◎

-７６-

区域面獺
(ha)

県 計

６
７
８
９
０１

４７２，２３８
４７２，２８５
４７２．３７３
４７２，３７６
４７２，４５４

7７.１
７７.１
７７．０
７７．０
７７.０

３６４．２４４
３６４，１９９
３６３，９３８
３６３．７２８
３６３，８４６

７５．８９８，８７２
８０，４８８，１１５
８２,1７６@２６１
８３,６１２@９８８
８５．２３７，２６９

１９,１９３
１９,１９３
１８｡９７４
１８,９４２
１８．９４４

２，６０３，４２３
２．６０３，４２３
２,８０２,５０６
２,８７０,１７６
２,８８９,１９３

３４５,０５１
３４５，００６
３４４，９６４
３４４，７８６
３４４,９０２

海

草

和 歌 山 市
海南市
下津町
野上町
美里町

汁

2０,８３１
６,１３５
３，９８３
３，８５６
８，９４５

4３，７５０

川
幅
湖
剛
辿
蝸

ｎ叩ｕｎｕＪかｎＵ〆、》円，Ｉ

４

6，２５６
２,８１８
１,１４０
２,４１３
７．２２０
1９.８４７

９６３,０１６
４５６，４３７
１４５.３５８
４４９．５４２
９４５，２７６１

３‘９５９．６２９

4３５

4３５

3５１３８９

3５，３８９

5,８２１
２,８１８
１,１４０
２,４１３
７，２２０

1９.４１２

那

賀

打田町
粉河町
那賀町
桃山町

貴志川町
岩 出 町

Ⅱ
Ｅ
Ｉ

Ｌ
才
由
０

４，８４５
７，７７３
２,８１２
５,１７５
２，２４９
３.８５0

2６,７０４

州諦測州岨鯛一妬

６

４

６

４

９

６

７

2．４０５
４．３０５
１.１１３
２，５５５

４２５
１，６７８

1２．４８１

５１９,６８３
２６７,２１６
３０１,１４７
６５５，８５８
６２，６５７

２０９,１７４

１

３.０１５．７３５

1７２

3０２
4７４

１４,５２７

1４,５２３
2９．０５０

2，２３３
４,３０５
１,１１３
２，５５５

４２５
１，３７６

１２,００７

伊

都

橋 本 市
かつらぎ町
高野口町
九度山町
高野町
花園村

← ■

回

1１,０１８
１０．４２９
２．００６
４，４１９

１３,７０８
４，７４４

４６．３２４

砲
卵
棚
測
肌
蝸
両

０

０

９

４

９

０

６

6．８２６
５，５２３

９４１
３．２８８
３,０１４
４，５０５

Ｉ

3４，０９７

１.８６８.８４８
１,４９６,７７４

２１１,０４７
８５１,５１９

３，８３２，６０５
１.４５７@８0０
9．７１８.５９３

2，２３６

2‘２３６

3９６，８８９

3９６，８８９

６，８２６
５，５２３

９４１
３，２８８
０．７７８
４.５０５

１

３１.８６１
紀 北 計 1１６.７７８ 5６ ９ 6６，４２５ １６,６９３,９５７ 3．１４５ 4６１．３２８ ６３．２８０

有

田

有田市
湯浅町
広川町
吉備町
金屋町
清水町

垂壼回

３,６９１
２．０８０
６,５３１
３，６３７
１,９４４
９，５９６

１

１

４７．４７９

８

６

４

８

９

１

３

７

２

６

8９
７０

ｎ叩》《ｘＵｎｘＵｎⅡｖｎｘＵＦ局Ｕ

０

６６６
７６６
８８６
０１９
３３４
５４３

Ｄ

９

Ｑ

ｏ

４４ｓ
。ⅡＪ○八》弓ｊ
０Ｉ
３３.２１４

９８‘６２５
２６，４８２
２９,１２７
６４,１０６
４７，７４８
４９，２６４

。
Ⅱ
ｌｎ
ｘ
Ｕ
・
’
１
４
毛
寺
’
０

ｑ

■

１

４

7‘４１５．３５２
1.４６６
1.４６６

４０３．９８０
４０３．９８０

6６６
７６６
８８６
０１９
３３４
０７７

，

，

●

申

４

１

８

６１
３１．７４８

日

高

御坊市
美浜町
日高町
由良町
川辺町
中津村
美山村
龍神村

南部川村
南部町
印南町

計

４，３７８
１,２７９
４，６４０
３．０７１
７，５９７
８．７０２
１６,８６２
２５，５１３
９,４１８
２，６０８
１１.３６０
9５．４２８

３７
４６
６６
６１
６９
８９
９４
９５
７５
４２
７３
80

⑰〃“ｎｕ
》⑥″〕ｎｘ
Ｕ庁ｊ
０ｎｕ
〕、ヘリ⑪〃し⑨″“ＰｈＵｎ
″凸

７

１,６３０
６００

３，０７２
１.８９８
５，２９７
７，８２３
５，８９５
４，２７６
７，０８４
１,１０８
８.３２１

１

２

７７,００４

１９７,２０５
８９，９０６

３８０.４１３
２５９，３９４
８９１,６０２
６７０,５１５
８６３,２１２
５１５,７３０
４５０!７３７
１５0､９９１
４４２．２３５

９

９

↑

１

３

６

１

１

1６.９１１,９４０

9１

2７
５１
３３
３

１

７

９

２

５

４

Ｑ

Ｄ

ｌ

ｌ

3．４６６

５,１３２

３,８１２
７，９８６
８．４０７
９，２０８

２．３３５

７

５

５

１

２

5０６．８８０

１,６３０
６００

２,９８１
１,８９８
５，２９７
７，７９６
４，６４４
２，７４３
７,０１１
１,１０８
７．８３０

１

２

７３．５３８
紀 中 計 1４２,９０７ ７７ Ｉ 1１０,２１８ 2４，３２７，２９２ 4．９３２ 9１０,８６０ 1０５,２８６

西

牟

婁

田辺市
白浜町

中辺路町
大塔村

上富田町
日置川町
すさみ町
串本町

三
二
宙 ＋

1３,６４１
６，４７０

２１,１９５
２１,９０６
５，７４９
１３,６３１
１７,４７０
８．９７６

1０９.０３８
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８

６

５

２

４

０

８

６

４

７，６０８
４，３７５
９，８１４
１,０７３
３．７０１
１,９９９
６，２０８
７．２３２

１

２

１

１

９２.０１０

１,３５０,２８０
７８３，６７３

５‘２８５，２５６
６,１５３,６５１

８８４，７８２
３，３２３，０３７
４,３３６,１１４
１,５０１.７９８

5５
６９
２０
５６

８７
１２

４

３

０

Ｌ

Ｌ

Ｌ

２３.６１８.５９１３.９９９

７，６０８
４．３２０
１８，３４５
１９,７５３
３‘６４５
１１,９９９
１５,１２１
７．２２０

３３３
８４３
７４５
９９９

６０８
２４１

６

０

０

９

2４４
１１l

５

１７５

5３８．７６９ 8８．０１１
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２．樹種別面積
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､瞥二ノ

※小数点以下を四捨五入したため各計と内訳が一致しないことがある。
-７８-

人工林

スギ
ha

ヒノキ
hi

その他
針葉樹

h3
広葉樹

ha
計

h８

天然林

マツ
h8

その他
針葉樹

ha
広葉樹

ha
計

h8

針葉樹計

ha

広葉樹計

h6
県 針 90.122 114.182 5.055 789 2１０.１４８ 7,816 1．１１０ 120.758 129.６８５ 8.285 1２ .５４７

海

草

剛歌山市
海南市
下津町
野上町
美里町

計

8６
255
2７
496

3.339
4.203

4９
420
2４
556

2.016
3,064

251
４
1９
３
4５
322

2５
6９
０
６
10
1IO

４1０
747
7０

1,０６０
5,４１１
7,699

１.１８８
8７
３
２

２

1．３ １

1１
７

1８

4.016
1．８２７
964

1,１３９
1.325
9,271

5.204
１．９１３
966

1．１７１
1.385
10,640

1.５７４
765

一ｍノ』
一Ｊ■

1,086
５460
８958

,0４0
,８９６
96↓
1４５

､３３６
､３８１

那

賀

打田町
粉河町
那賀町
桃山町
貴志川町
岩出町
計

346
1.１２８
277
601
３
5１

2.405

343
１,５６９
422
758
IO
6１

3．１６５

】5６
154
８
Ｉ

２
320

４
８
６
１

８
Ｐｇ８０

849
2,859

713
1,３６1

1３
132

5,927

１８
５９
３

293
8３
1４５

1．２８３

０
1５

1５

1,１７３
860
298
854
321

1,075
4.582

1.332
１.３９９
377

1.１４７
404

１，２２０
5.880

Ｉ003
３390

785
１．６５４

9６
259

7.188

.１７７
868
304
855
321

1.093
4.618

伊

都

棡本市
'ﾕつらぎ町
野口町
‘度山町
高野町
花園村
計

1．７６７
1.８４１
1５９
955

3,635
2.953
1１．３０９

１,８８１
1．８３０
1７４
987

4.544
830

10.246

450
124
7６
1７４
382
1６６

１．３７１

２

１

３

２
２
0
戸ｒ■１

５
３
0

4,３０９
3.817

509
2，１３２
８566
３962
2３ 296

984
２１３
9２
1９１
799
８

2‘２８８

IO
０

３
8６
０

100

1,３４２
1．３１２
304
907

１．２７８
399

5.541

2,337
１,５２５
396

1．１０２
2．１６３

↓0８
7.930

5,092
4,008

501
2.310
９446
３959
2５ ３1５

1,５５４
1,３３４
404
924

1，２８３
412

5.911
紀 北 計 17.917 16.47 2,014 ５円ｆＯ 3６ 922 4.9 ３ 1３３ 19.394 24.449 4１ 460 １９．９１０

有

田

有田市
湯浅町
広川町
吉備町
金屋町
清水町
計

２
４１
479
5６

1.479
8.939
10.996

10
2．０１

８
2．８０
4．７０
9．７０

1
3５
5８
8６
1１１
292

２
Ｉ
３

３
1４６

2,527
1９７

4，３９２
１３.７６３
2１，０２９

１
１
４

０
１
５
３
↓
０
４

Ｉ
0
1３
1６
3０

571
582

2． 2５
9４

3． 6２
I 8４
9． 1７

650
６1３

2．２４
8０

3．８４
1,９０

10,06

8２
178

2.541
２１０

4.558
13.869
21,438

572
582

2,227
794

3,683
1,７９４
9,652

日

高

御坊市
美浜町
日高町
由良町
川辺町
中津村
美山村
R神村
部川村
南部町
印南町
針

９

1O
５
5２

１，９８
5，２４
９，２２

894
5７
817

1８.９１０

２

263
1９１

１.４２０
３463
３州２
６706
２909

1１８
2.702
２１.２３７

３
7９
４
０

7６
1２４
220
1７
５
７

535

３
2４
5０
２

２
8５

3６
7９
374
242

1，９４３
５529
８837
1６ 1９７
３8２１

1７９
3,528

40-766

５
９
2０
３
Ｉ
８
6８
1８９
５
Ｉ

5０
488

２
０
２

I３３
312
０

１
4５１

】 9５
4５

2.464
１．６０７
3.328
2.214
5.｛9９
5.714
3．１２０
911

4,228
31_025

1.５７
５１4

2.484
1.613
3,329
2.224
5.700
6,215
3．１２６
911

4.278
3１.９６４

110
1４８
392
247

1，９４３
５536
９014
l６ 648
３ 826

180
3.577
416２０

1．４９６
445

2.465
1.608
3.329
2.217
5.523
5,763
3．１２１

911
4,230

3１_１１０
紀 中 計 29,906 30,943 826 １１９ ６１,７９５ 902 481 40,642 42.024 63.058 40.761

西

牟

婁

田辺市
白浜町
中辺路町
大塔村
二宮田町
日圃川町.さみ町

串本町
計

583
329

4,737
5.354

579
1,９８１
2,296

928
16,788

1．９０６
1.１９１
8,958
8.679
1:９９１
5.577
7.825
2.477
38.603

4９
2０
3４
4１
7４
3７
292
8２

1．５３０

０ 2,639
2１ 1,６６１
４７’１４，０７６
２５１4,１９９
１ 2,744
５ 7.800
８ 1０．４２２
l５ 3,501
1２１ 57,043

465
２４
Ｉ６
８
３
１
１
９

l.１ ９

０
1７
1１５
6１
０
4,1
0
９

2４６

4,305
2,１７２
3,862
5,285
789

４,００８
4.543
3,613
28,608

4.771
2.483
4,１1３
5.394
863

4．１４３
4.584
3,681

30.033

３
Ｉ
1４
1４
２
７
1０
３
5８

104
952
281
283
817
930
455
525
346

４306
２ 1９３
３909
５310
7９１

４,０１３
4.551
3,658
28.730

東

牟

婁

新宮市
智勝浦町
太地町
古座町
古座川町
熊野川町
本宮町
北山村
計

2,737
4'１0１

6１
429

6,705
5.427
4..103
1．６４７

25.510

1.７１７
4,516

5５
935

9.068
４2４
６3１
1 3１

2８ 1６

３
1６1

14
493
６
３
６

685

３
８

Ｉ
ＦＪ且Ｉ

10
２

3１

4,461
8.787

1１６
1，３７９
１６.２７３
9.688
IO,７１８
2‘９６７
54.388

Ｉ０
３
７

2３１
1３０
1７３
4９
813

２
I９

０
2４
1９４
10
０

250

974
6,865
204

2,296
1０.６７９
5.599
4.３７１
1．１２５

3２.１１５

1.１５６
6.928

２1１
2.297
10.935
5.924
4．５５３
１.１７４
33.178

↓ 639
８842

123
1．３７８
1６ 521
IO 002
IO 899
３016

Ｐ Ｐ

３３ 4２１

977
6‘８７↓

201
2.297
1０ 686
５ 609
Ｉ372
１1２５

3２ ｌｌ６
紀 南 計 12.299 6６ 7６ 2,２１５ 1５３ 11１､4３１ l!９９２ ↓9６ 60.723 63,211 1l３ 766 60 食』叩》
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●

■
●

●
■
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8
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9
■

■
●

●
●

｡
●

己
■

■

1．７
７７

２０
．３
３１

-
凸

一
一

一
垂

。
●

△

3.
“２

３８，
７８６

Ｄ
Ｃ

◆
｡

e
の

■
一

一
＝

＆３
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５０．
７７６

■
■

＝
。

●
凸

■
■

合
口

１２．
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.90

4
ｃ

ｅ
Ｐ

■
＝

ロ
ー

■
-
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,13
1

５２
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１

-
-

口
◆

-
■

合
勺

■
q

１３，
２５７

３１．
４１５ 1.5
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１７
.ｌＯ
７

ｅ
●

｡
Ｐ

勺
●

合
■

●
甲

１，５
６１

12
.加
Ｉ

3,7
12

＆３
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口
一

口
一

由
●

●
早

与
■

２．１
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6.
6.
6

2,2
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4.7
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1.7
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●
-

■
■

争
口

｡
●

寺

I‘
“５

2.1
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Ｐ
Ｇ

●
中

Ｑ
ｐ

ｏ
●

｡
●

98Ｉ
１．５
１３

口
争

●
-

■
■

●
缶

｡

６１２
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0

635 29
0

1.4
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４
．
林
業
生
産
及
び
生
産
額
の
推
移

＊ (注
）
素
材
、
木
炭
、
き
の
こ
類
、
林
野
副
産
物
生
産
侭
：
和
歌
山
県
農
林
水
産
統
計
年
報
、
特
用
林
産
物
儒
給
動
態
調
査

素
材
、
木
炭
、
き
の
こ
類
、
林
野
副
産
物
生
産
額
：
生
産
林
業
所
得
統
計
報
告
書

苗
木
の
生
産
量
、
生
産
額
：
森
林
整
備
課
資
料

木
材
製
品
の
出
荷
鼬
、
出
荷
額
：
和
歌
山
県
の
工
業

（
(､ リイ

区
分

単
位

元
牛
琵
風

生
産
額

(百
万
円
）

H
２

牛
巌

儲
生
産
額

(百
万
円
）

H
３

生
産
髄

生
産
額

(百
万
円
）

H
４

生
産
魁

生
産
額

(百
万
円
）

H
５

準
産
品

生
産
額

(百
万
円
）

H
６

堆
産
風

生
産
額

(百
万
円
）

Ｈ
、
７

牛
産
鉦

生
産
額

(百
万
円
）

H
８

牛
巌

殿
生
産
額

(百
万
円
）

素
材

千
m３

34
6

１６
,３８
６

33
4

15
.0
90

32
8

１５
．７
３７

30
7

１４
．０
９０

30
3

１４
,６７
４

30１
1３
,３９

８
26
5

1１．
６０
７

26
6

1１．
７５
０

木
炭

ヨ
炭

鳳
炭

ｔ ｔ ｔ

2，５
０５

2，４
４８ 5７

9６３
- -

2,
59

0
2,4

94 9６

1.０
０２

1
■

■
■

■
■

1
■

■
■

■
■

2，５
８８

2，４
８８ 10
0

1,0
27

q
■

■
■

■
■

-

2,
33

2
2.２
４１
9１

96
5

ｑ
■
■
■
■
■

ｑ
■
■
■
■
■

１.７
４４

1,６
７９ ６５

7２２
1
■

■
■

■
■

I■
■

■
■

■

1.６
０８

1.５
５４ 5４

68
2

一 ４
■
■
■
■
■

１.７
３３

1.６
７２ 61
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7

ー -

１,８
０７

１.７
４０ 6７

76
8

- 1
■

■
■

■
■

栽
培
き
の
こ
類

乾
シ
イ
タ
ケ

生
シ
イ
タ
ケ

エ
ノ
キ
タ
ケ

ヒ
ラ
タ
ケ

ナ
メ
コ

プ
ナ
シ
メ
ジ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ
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6 7３ 43
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q
■

■
■

■
■
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5．林業地域の指定市町村一覧表
1兜8-4.1

- ､ ＝

、幸〆

森林：森林整備市町村
振興山村：一部は一部山村、その他は全部山村

- 8 1 -

流域等 市 町 村 名 森 林 整 備 振 興 山 村 過 疎 地 域 特 定 農 山 村

紀

北

海

草
凸 一 一 一

那

賀

伊

都

和 歌 山 市
海 南 市
野 上 町
美 里 町
下 津 町
岩 出 町
打 田 町
粉 河 町
那 賀 町
貴 志 川 町
桃 山 町

市
町
町
町
町
村

口
ぎ
山

本

ら

野

園

野
つ
度

橋
高
か
九
高
花

6１．５.１３
６０．３．１６
５９．２．２７

6０．３．１６
６１．５.１３

６１．５.１３
６０．３．１６

６０.３.１６
６０．３_１６
５９-２-２７
６０.３．１６

部
部

一一
５

３

４

４

4 6 - 部

4 6 - 部

4４
４1

２

３

２

５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

紀

中

有

田

日

高

有 田 市
渦 浅 町
広 川 町
吉 備 町
金 屋 町
滴 水 町

市
町
町
町
町
村
村
村
村
町
町

川

坊
良
高
浜
辺
津
山
神
部
南

部

御
由
日
美
川
中
美
艇
南
南
印

6０．３．１６

６０．３．１６
５９．２．２７

６１．１２．２２
６０．３.１６
６０.３.１６
６０．３．１６
６０．３．１６

６３．３．１６

部
部

一一
２

３

４

４

部
伽
如
娼
部
部

一
-

７

４

５

４

４

４

２

２

２

２

２

５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

ー ー ー 一 一 一 ■ ■ ー ＝ ー ー 一 一 一 一 画 ー ｰ ■

５．９．２８-部
５．９．２８

５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

紀

南

西
牟
婁

東
牟
婁

市
町
町
村
町
町
町
町

路
田
川
み

辺

浜

塔

本

辺
富
置
さ

田
白
中
大
上
日
す
串

市
町
町
町
町
町
町
村

浦

川
川

宮
勝
地
座
宮
山

座
野

智
新
那
太
古
古
熊
本
北

０

０

９

９

０

９

０

０

６

６

５

５

６

５

６

６

３

３

２

５

３

５

３

３

1６
１６
２７
１８
１６
１８
１６
１６

６０．３.１６
６０.３.１６

６０.３.１６
５９．２．２７
５９．２．２７
５９．２．２７
６０．３．１６

部
部
娼
哩
部
部
部
部

一
一
一
一
一
一

４

５

５

４

４

６

４

４

４

４

４

４

部
部
部
如
“
部
妬

一
一
-

６

３

２

１

４

４

４

４

２

２

２

２

２

２

２

２

２

５．９．２８
５．９．２８-部
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８



６．民有林林道延長一覧表(No.1)
平成９年４月１日現在

、- /…

､琴/-

(）内は２町村以_l:にまたがる路線数典雅線数４７５（37） -８２-

自 助 血 道 ( A )

蹄 線 致 延 股
密 度
m/ha

" ' l i i n ( B )
一 - 一 一 ̅ ｒ ｐ - ｐ - -

傭綴剥延腱
作 粟 道 ( C )

路線数 延 股

A+n+C
密 腰
m/ha

林内公道
(D )

延 ＆

A + D
密 股
Whil

A+B+C+D
密 度
m/ha

民イ『
面 捌

ha

紀

北

海

蝋

那

側

伊

那

紀

頂I歌山市
海 南 市
̅Ｆ津町
野 上 町
奨 里 町
小 計
打 田 町
粉 河 町
那 賀 町
桃 山 町
蜘志川町
岩 出 町
小 計
鵬 本 市
かつらぎ町
商野口町
九度山町
O高野町
花Ｉ剴村

０
Ｔ

垂
冊、１

Ｊノ

北 計

２
４

５
1６（２）
2７（２）
６（４）
1４（３）
３（２）
４（２）

I (１)
2８(12)
10
３
２
４
20(１)
９（２）
4８（３）
103(17)

１．６５０
12.674

8,989
43.535
66‘８４８
l２ 562
2８ 980
１284
９812

2‘５５０
61 188
3０ 260
Ｉ578
６719
６483

４１ 31１
2０ 820
１０７ 1７1
235,207

0．２８
4．５１

3．７３
6．０３
3．４５
5．６５
6．７５
6．５６
3．８５

2.０９
5．１８
4．５１
０2９
７ 1５
１9８
３ 8３
４ 6２
３3８
３7４

l７
３

５
６
31
５

２
３
３
２
1５
1５
７
３
３
Ｉ

2９
7５

2６.１３３
2,460

6‘９９２
6.126

41.７1
I0,１l

３‘８５
５‘７７
3，５５
15,13
38,42
１９,５２６
６570
５737
５300
！200

38,333
118｡４６６

２

２
５
９

９

９
８
5６
４
３

４’６
８１
9９

5,420

2,６４１
3,945
１２,００６

８，３７７

8,377
1３ ３１７
2８ 303
４709
４532
１７１５
４636
5７ ２１２
7７ 595

4．７８
7．３１

7．７３
7．４２
6．２３
1０.１９
８．７０
10.04
６ l２
８3８
1４ 5１
９ 1４
９4０
６6４
１８.２６
4．９８
４ 1１
５ 6５
６4０
６8６

2４．４００
4２ 1３２
4２ 500
1４１ 1５６
２１２ 072
462.260
3１．７２７
２
｛
４２-１ 550

060
4０ 600
４ 000
10 653

.123.590
7５，５６７
6６ 833
９020
4７ ２１１
1５２
7１

４５３
２８７

422 3７1
1,008 221

4．４８
１９．４８
38,25
62,30
35.40
27.32
１９,９１
12.00
19.23
19.78
9．４３
１０.８３
15.63
15.76
12.47
16.74
16.40
17.99
20.45
16‘７１
19.78

8．９８
22.28
38.25
66.30
36.80
30.10
24.46
13.95
22.70
22.05
１７.８１
23.24
19.59
20.65
１８．８２
27.86
19.40
1８．２６
２１.４７
1９ 7２
2２ 8９

5．８１１
２．８１３
１'１１１
2,410
7,220
19.365
2.224
4.294
1．１１０
2.548

4Z４
1．２１９
１１,８１0

４
-
７
１
-
８

師一剛
940

3.274
３
-

７河川一
4．５０５
3１．６９３
62,877

紀

'l!

ｲ『

Ⅲ

日

I別

紀

有 田 市
朔 洩 町
広 川 町
吉 備 町
金 屋 町
消 水 町
小 計
御 坊 市
美 浜 町
日 商 町

中 津 村
美 山 村
鮒 神
1判部川村
I脚部町
日l l糊町
小 計
中 計

Ｉ
４(１)

５（１）
2５（３）
３５（５）

1３(２)
1８(４)
3４（５）
3６（５）
I I (２ )

l４(３)
１２６(21)
１６１(26)

570
3.919

8‘７６２
91.728
104.979

22,962
3２ 908
7４ 058
１０７ 485

401

１８,８４３
272.658
377.637

0．７５
0.８０

】.０５
5.７１
3.３１

二二
4．３４
4．２２
5.06
4．７３

-４’一

一Ｌ″も、
４

４

．

-

-２--
2.４１
3.７１
3．５９

７

５
９
21

二二
６
５
４

６-４一別
4６
6７

6‘７１２

５，３２８
6,862
１８,９０２

9‘067
5,860
6,560

８，４００
６，７６６
27,467
6４,１２０
83.022

3８

l５
4０
9３

１
３
５

I２
214

31.899

21.110
63,552
116,561

二二三

17.754
5０，９９７
6２,１８９

5.209
142.802
259.363

0．７５
8．７１

4．２２
10.09
7．５８

6．０５
7．２５
8．９９
7．４６
４

-

６

９

-

２

４
-
１

６5８
６ 5２
６8４

2２ 292
2９ 527
4４ 2１１
3４ 635
172 247
200 １９８
503 110
5７ 974
2２ 371
5８ 1６６
108.705
9８．１３７
107.120
229 1７５
209 782
２７I
１０２

U8７
624

1１１ 1７５
1.３７７ 216
1.880 326

33.78
39.39
9．８６
34.02
２１．７２
１８.１６
19,16
35,74
37.29
19.51
57.61
22.89
17.97
20‘７１
1３.９５
41,1４
９２．８７
１６.６２
22.45
21.46

3３ 7８
3９ 3９
１７ 7６
3４ 0２
2４ 9０
2２ 5４
23.43
35.74
3７ 2９
1９ 5１
5７ ６１
2４ 6０
21 00
2４ 6４
16.68
４３．２９
９９．００
2０ ７９
2５ 2６
2４ ７１

660
764

4.883
1.018
8,332
１６,０７４
31,731
1,(i2２
６０0

2．９８１
1,８８７
５．２９１
７．７９２
１４,６４４

743
７.１)1()
１.１０５
７，８２５
73,500
105.231

紀

南

西

牟

山

田 辺 市
内 浜 町
'l』辺蹄町
大 塔 村
l:fiF1H町
I1IWi川町
すさみ町
小 木 町
小 計

東

牟

鯉

新 宮 市
那智勝浦町
太 地 町
吋 座 町
llf服川町
熊野川町
木 宮 町
北l１』村

４
１

全
、、

１Ｊ

紀 南 計

７
７
３６（５）

ﾏ ﾃ ﾏ ｨ ｱ
７
I４(３)
淵（３）
IO(２)
１５５(1７)
６(１)
1７(２)

７（１）
2９（５）
1６(５)
21(７)
４

100(２1)
255（38）

１0 207
９

句

２

勺

５

勺

’’９-胞一
０

920
377

９
《
５

２
-
２

７
-
３

４４．８７７
６９．１１０
２３.”０
392.565

7.963
5７．１６８

１５,６７４
９２
８１

895
239

6２
６
９８８
２６２

324 １８９
716 754

1．３５
4．７７
5.()４

６-３-６-
1．７３

３

-

４

３

４

７

２

７

５

１

４4７
Ｉ４1
３６１

4．１８
3．３９
5.１５
０９

1．５０
3．６７
4．０７

７
３

-２
４

４

５

１

3５

５
l３

1８
5３

18.065
5,337

|,９５０
５

５

９

１

３

６

３

８

＃

５

３

７

０

5５ 574

5,777
2２,１２９

27‘９０６
83,480

６

４５
l８
１
０

６

１

１６

０

２
４９
１５
1５

９I
207

4.635

５２．４０５
１:１,９９０
１,０３５

27,709
1(１．１”
６‘４６５

１１６.４３８

７‘９７５

l.l８0
４８．５０６

- 一 一

１０．４６８

80.299
196.737

４ 3６
６ 0４
７

今

７

．

２

鯛一Ｗ一開
６

６

５

９

９

７

４

２

４

6．４３
1.４１
4.１１

6．０３
５9７
５8２
４

-

１

８８
５０

４9０
５6６

235 796
９５．７１９
２５５．３５２
１４３．４３５
１２９，３６５
１８１
２１０
7７

４

３

２

９

９

２

８

７

２

1.329 578
3７ 051
78,810
4,438
7０ 873
263 400
1３９ 233
1２２
3５

４３０
２２３

751 458
2,081 036

32.58
２７．６６

一 一 ■ 一 ■ ＝ ■ 一

１８．９５
- - - - -

１３．６２
37.21

９
←
１
１

＃

５

０

ｋ
ｋ
４

１

１

１

19.61
7．９４
8．５９
13.29
23.07
13.01
13.99

４’５
０
一
９

Ⅷ’９
1２．１８
15.88

3５ 5９
８
-

１

２
§
２

４
１
-

９-８
1４ 3３
38.02
２１.６４
２０．２３
１６．１６
2１.５６
7．９４
9．０９
13.29
24.93
１５.５９
14.65
１２.８３
９．９５
13.41
17.47

７
４
1８
1９
３
２

５

１

１

７

５５１
130
３４1i
７６０
６４７

７

１

２

０

２

２

０

１

２

8７ 837
５ 667
１５ 832

33４
3．７５１
２７．３８０
１５.７６０
１５‘４０６
４,１７０
88,309
176 4６

眼 合 計 519(8I)
Ｆ
ｈ
山

1‘３３５
5I()
１０８

→（；
3．８８

i良蠅４
195

P)
284,968 520 533.695 6．２６ 1.969,583 18.31 20.69 344.254



民有林林道延長一覧表(No.2) 平成９年４月１日現在

1 … ﾉ

ｰ

I ヨ 助 j l [ i u ( A )

蹄線敷|̅墓̅貢
内 ３

路 線 数

Ｉ 袋

延 長

民¥ l . 林
而 欄

h a

林 道
密 庇
m/ha

棚装率

％

秘 血 道

路線数 延 長

林 内
通 路
密 庇

備 考

紀

北

海

草

那

賀

伊

郁

紀

和歌山Uli
海 南 市
下 抑 町

一 一 一 四 守 一 ■ - ■ ー

野一上町
美 蝿 町
小 計
打冊１町
粉 河 町
那 倒 町
桃
尚副
岩

町
一
町

Ｉ｜川
１町

小 計
橋 本 市
かつらぎ町
商野口町
九度山町
間 野 町
イヒl剥村
小 計
北 計

２
４

５
1６(２)
２７（２）
６（４）
l４(３)
３（２）
４（２）

I ( １ )
2８（12）
1O
３
２
４
２0(１)
９（２）

４８（３）
１０３（17）

1．６５０
12.674

９
-

８-Ｊ８-
43.535
6６ 848

１

，

１

１

写

２

562
980

７
９
２８４
８1２

2,550
6１ I８８
3０ 26(）
！578
６７１９
６

４１
2U
101

483
３１１
８２０
１７１

236 207

３

３
１０(２)
1６(２)

３(１)
２(１)
４（２）

９（４）
６

２
２
９(１)
６（】）
2５（２）
５０（８）

4,664

4,720
27‘９５６
371340

９,６１４
1,８IZ
9.769

2４，１９５
１８,３４３

6,719
２823
９8６1
８
4６

290
036

107 571

5,８１１
2,813
|,１１1
2,410
7‘２２０
19'３６５
2,224
4,294
1,110
2.548
424

Ｉ‘２１９
1１，８１９
6,714
5,487

940
3‘２７４
I()､７７３
41505
3１，６９３
62,877

0-２８
4.５１

3．７３
6．０３
3．４５
5．６５
6．７５
6．５６
３．８５

2．０９
５ 1８
４5１
０2９
７1５
１9８
３
４

８３
６２

３ 3８
３7４

0.0
36.8

52.5
64.2
55.9
０.０
33.2
66.1
９９．６

0.0
39.5
60.6
0.0

100.0
4３ ５
２３
３９

９
８

4３ ０
4５ ７

1７
３

５
６
３1
５

２
３
３
２
1５
l５
７

, ３

３
ｌ

2９
7５

2６,１３３
2.460

6 , 9 ”
6．１２６
4１，７１１
１０．１１１

3.857
5．７７１
3.551
15.１３２
38.422
1９ 526
６570
５737
５ 300
Ｉ200

38.333
118.466

4．４８
19.48
38.25
62.30
35.40
27.32
9．９１
2．００
9．２３
9．７８
9．４３
１０．８３
15.63
１５.７６
１２.４７
16.74
16.40
17.99
20.45
16.71
19.78

紀

II'

有

田

日

商

紀

布 田 巾
賜 洩 町
広 川 町
吉 崎 町

小 計
御 坊 市
炎 浜 町
I」断町
１II良町
川 辺 町
II』抑村
炎 山 村
他 神 村
I櫛部川村
南郁m I
ll１I#iml
小 諦
LI』計

！ 570
４(１) 3,919

５(１)
２５（３）

8.762
９１.７２８

3５（５） 104,979

- ｰ

１３(
1 ８ (
３４（

（3６
1６,４０２

１８.８４３
126(21) 272 658
１６１(26) 377 637

Ｉ
I ( １ )

1２(５)

６（２）
１０(４)
1９(５)
1５(４)
４（２）

３（２）
5７(1９)
6９（24）

350
358

3､９０８
22.702
27,318

'2,256
l５ 644
４1 282
3２ 216
９０５７

｜繩-３
114,301
1４１,６１９

660
764

4‘８８３
Ｉ０1８
８332
1６ 074
3１ ７３1
Ｉ622
600

２．９８１
１,８８７
5,291
7.792
１４.６４４
２２‘７４３
7,010
1,１０５
7,825
73.500
105,231

0．７５
0.8(）

１．０５
5．７１
3.３１

4．３４
４2２
５0６
４7３
２3４

2.４１
3．７１
3．５９

61.4
9.1

44.6
24.7
26.0

53.4
4７ ５
5５ ７
3０ ０
伊 伊
ａｎ ２

20.4
4１.９
37.5

７

５
９
2１

６
５
４

６
４
21
4６
6７

6,712

5.328
6,862
18,902

9,067
5,860
6.560

8.400
6,766
27,467
64,120
83.022

33.78
39.39
9．８６
34.02
2１.７２
１８.１６
19.16
3５ 7４
3７ 2９
1９ ５1
5７ 61
2２ 8９
1７ 9７
2０ ７1
1３ 9５
4１ 1４
9２ 8７
16.62
22.45
21.46

’

紀

哨

西

牟

典

H１辺市
白 浜 町

｜Ｉ l'辺路Ⅲ1.
大 略 村
上術１１１町
１I捌川町
すさみ町
l１１本町
小 計

火

牟

鯉

新 宙 市
Mi鯛勝hliml
太 地 町
i１『腿町
古腿川町
熊野川町
本禽日Ｉ
北１１１村
小 針

紀 南 研

７
７
３６（５）
３９（４）
７
1４(３)
３５（３）
１０(２)
155(1７)
６(１)
１７(２)

７(１)
２９（５）
１６(５)
２1(７)
４

100(2I)
255（38）

1０
1９

２０７
９２０

９２
１２５
６

377
９
蚕
５

２
｝
２

７-３

州一側

一洲
句００-血叩ｗ←ｎ叩》

《ひ“■画０屯・一“叩弔》

⑨〔》《■■８一ｍＭ》

392 565
７

戸 守
０１

963
ｌ
８

ｌ
６

ｌ
ｉ

１５.６７４
92.895

239
６２．９８８
６．２６２

3２４．１８９
716 754

２
３
５(１)
２４（４）

５（３）
４（２）
６（２）
4９(1２)
５
’
５

３(１)
l９(４)

鋤→心一
く一く一８’９｜

４
5３（12）
102(24)

1２７
4,968
16.053
59‘６４２

２

-

-

１

.５１0
，５４８
,２５1

l l 0９９
,１１５

２ ,８0６

‘５４９
48,082
３３,１８６

1７８
6.１２６

148‘042
2６６．１４１

7.551
4‘１８０
18.346
1９.７６０
3‘６４７
１２.００７
l５'l２４
7.222
87,837
5,667
1５,８３２

334
3.７５１
27,389
１５.７６０
1５.４０６
4.１７０
88,309
176,146

1．３５
４7７
５0４
６3６
１7３
３

’４ ３

７４
５７
3２

４4７
Ｉ４1
３6１

4．１８
３3９
５1５

４’ １
９-０
０
-
５

3．６７
4．０７

１．２
24.9
17.4
47.4
0.0
４７．９
５.１
５１.１
30.1
5１.７
38.1

41.8
51 ８
４0
４４

８
７

9７ ８
4５ ７
3７ Ｉ

７
３

２
４
-
４-１
５
3５

５
1３

1８
5３

18,065
5,337

1．９５０
５
I５

３８３
- q ■ 一

７８６
９053
5５ 574

5.777
2２.１２９

27,906
83.480

32.58
27.66
18.95
１３.６２
37.21
18.89
18,51
14.01
19.61
7．９４
8．５９

■
●
■
■
■
凸
3．２９

凸
函
叩
〃
■
』
3．０７

』
●
■
■
■
■
3.01

■
■
■
■
●
一
3．９９
2.０４
9．９５
2．１８
5．８８

県 合 計 519(81)
〈 ５

１．３３５
５I０
１０８ 221（56）

5.５１0
520,841

ｌ←奈良M１
344,254

;）
3．８８ 39.0 195 284.968 8.3】



７．林業就業者数の推移
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林業就業者数の推移（国勢調査結果）

S３５ S ４ 0 S４５ S ５ 0 S５０ S６０ H２ H７
県 君

震
に 卜 13.363 6.882 5’９５６ 5,014 4‘077 3.019 2,312 2,078

海

草

和ヨ
海
卜
野一
羊

和ヨ け
海
卜
野一 町
羊 町

7８
41
７
6８

360
554

6２
1８
４
2７
１９３
304

5８
1O
２
2５
203
298

４１
５
Ｉ

1４
1５０
2１１

6２
６
Ｉ
1２
9３
1７４

5８
1０
０
８
5７
1３３

4３
1５
０
Ｆ
Ｄ
3４
9７

4２
５
０
２
2０
6９

那

賀 堂宇堂宇 『

5４
50
３

4７
４
1３
1７１

９
2７
３
2８
１
Ｉ
6９

３
2８
Ｉ

3７
０
４
7３

４
2０
０
７
０
３
3４

２
９
０
31
０
３
4５

10
1５
０
８
１
２
3６

３
５

０
９
０
５
2２

６
l l
０
９
２
４
3２

伊

都

垂
I，ー

ヨ

- ー

)ら：
一

里
､腰
高
花

垂
I，ー

ヨ

- ー

)ら：
一

ざⅢ」
里

■

Ｐ . 町
､腰 11町
高 ■切間間■ 町
花 Ｈ|村

■
典
字
■

1２６
1９２
4０
1６２
６４】
246

１４０７

6３
7７
1４
1１５
404
1３３
RO６

50
5３
1７
7０
287
１１５
５９２
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(林研）グループの数及び会員数林業８

1”8．４

h , ｰ ノ

｜）

番号 グ ル - プ 名 市 町 村 名
会員数（人）

男 女 計
備 考

１ 巽 林 業 研 究 グ ル ー プ 海 南 市 1２ 1２

２ 野 上 町 林 業 研 究 グル ープ 野 上 町 1３ 1３

３ 美里町林業研究グループ 美 里 町 1１ 1１

４ 打 田 町 椎 茸 生 産 組 合 打 田 町 1７ １ 1８

５ 鞆 渕 林 業 研 究 会 粉 河 町 １２ 1２

６ 野 田 原 谷 林 業 研 究 会 桃 山 町 4５ 4５

７ 山 田 ・ 吉 原 林 業 研 究 会 橋 本 市 5９ １ 6０

８ 九度山町東部林研グループ 九 度 山 町 １５ １５

９ 高野町筒香林研グループ 高 野 町 1８ 1８

1０ 金 屋 町 林 研 究 グ ル ー プ 金 屋 町 1２ 1２

1１ 広 川 町 林 業 研 究 会 広 川 町 1５ １５

1２ 清 水 町 林 業 研 究 会 満 水 町 ９ ９

１３ 中 津 村 林 業 研 究 会 中 津 村 3５ 3５

1４ 美 山 村 林 業 振 興 会 美 山 村 5１ ４ 5５

1５ 龍 神 林 業 懇 話 会 龍 神 村 2６ 2６

1６ 龍 神 林 業 研 究 会 龍 神 村 2４ 2４

1７ 南 部 川 村 林 業 研 究 会 南 部 川 村 2０ 2０

1８ 中 辺 路 町 林 業 研 究 会 中 辺 路 町 2６ 2６

1９ 日 置 川 町 林 業 振 興 会 日 置 川 町 3２ 3２

2０ す さ み 町 林 業 振 興 会 す さ み 町 3０ ３ 3３

2１ 青 和 林 業 研 究 会 す さ み 町 ８ ８

2２ 石 橋 林 業 協 同 組 合 す さ み 町 21 2１

2３ 紀 南 高 集 林 研 那 智 勝 浦 町 他 2１ ２ 2３

2４ 那智勝浦山村地域林研杉の子会 那 智 勝 浦 町 1０ 1０

2５ 熊野川町林業研究クラブ 熊 野 川 町 2６ 2６

2６ 本 宮 林 業 研 究 会 本 宮 町 ６ ６

2７ 南 紀 林 業 研 究 会 古 座 町 他 1８ 1８

2８ 古 座 川 流 域 林 業 研 究 会 古座・古座川町 2１ 2１

計 613 1１ 624 女性会員１名重複あり



９．山村地域(振興山村)現況一覧表
(No.1)

｜）

、シノ

一 節 一

市町村名 地 域 名 総 面 積
A(ha)

林野面積
B(ha)

林野率
B / A

総 人 口
C (人）

人口密度
C / A 指定年度

田 辺 市
秋 津 川
長 野 ４，７３０ ３，９７２ 8４ 2 , 1 “ ０．４５ 4４

新 宮 市 高 田 5,996 5,105 8５ ４１８ ０．０７ 4６

野 上 町 志 賀 野 862 576 6７ 632 ０．７３ 4５

美 里 町

真 国
細 野
国 吉
長谷毛原 6,403 5,554 7６ 1,8M ０．２９ 4３

桃 山 町 細 野 1,000 ８１１ 8１ 166 ０.１７ 4６

粉 河 町 鞆 淵 3,061 ２，６２７ 8６ 882 ０．２９ 4６

高 野 町
高 野
富 資 １３,７０８ 13,“４ 9５ 6,386 ０．４７ 4４

花 園 村 花 園 4,744 ４，５０７ 9５ 659 ０．１４ 4１

金 屋 町
垣
倉

石
岩 5,781 ４，６４７ 8０ 2,568 ０．４４ 4２

満 水 町

八 幡
安 諦

五

岩 倉 １８,２７６ １７,６１８ 9６ ４，６５８ ０．２５ 4３

川 辺 町
蘇
生

早
丹 5,598 ４，２１０ 7５ ３，５８２ ０.６４ 4７

中 津 村
船 着
川 中 8,702 7,823 9０ ２，５０４ ０．２９ 4１

美 山 村
川 上

寒 川 16,862 15,895 9４ 2,262 ０．１３ 4０

龍 神 村

龍 神
上 山 路
中 山 路
下 山 路 25,513 24,285 9５ 4,642 ０．１８ 4３

南部川村
滑 川
高 城 6,423 ５，３３４ 8３ ２，４１３ ０．３８ 4４

印 南 町 真 妻 ３，８４８ ３，６９４ 9６ １,０４４ ０．２７ 4５

白 浜 町
東 富 田
北 富 田 4,287 ２，９７３ 6９ 4,356 １．０２ 4５



(No.２)

‘､迩謹ノ

卜 ､ - ′

(注）山村カード(H8)、７年I却勢調査（人口）による。

-８７-

市町村名 地 域 名 総 面 菰
A(ha)

林野面積
B(ha)

林野率
B / A

総 人 口
C(人）

人口密度
C / A 指定年度

中 辺 路 町
栗 栖 川

川

近 野 ２１,１９５ 19,825 9４ 3,863 ０.１８ 4３

大 塔 村
鮎 川

富 里
川 21,906 21,105 9６ 3,285 ０.１５ 4２

上 富 田 町 生 馬 １,９４４ １,６０７ 8３ 1,611 ０．８３ 4５

日 置 川 町
舞
添

三
川 10,959 1０，０３８ 9２ 1,697 ０.１５ 4４

す さ み 町

見
河
本
舞

参
都

周
大
佐
三 1５，３７４ １４,４４０ 聖 5,141 ０．３３ 4４

串 本 町 和 深 ３,６１７ 3,121 8６ 1,611 ０．４５ 4６

那智勝揃町
色 川
太 田 １２,１１１ １１,３６７ 9４ 2,096 ０．１７ 4３

古 座 町 田 原 2,898 ２，４６４ 8５ 1,255 0.43 4２

古 座 川 町

音
I 剛 池

明 神
三 尾 川

七 川

小 川 29,452 2８，２５１ 9６ ３，８８４ ０．１３ 4０

熊 野 川 町

敷 屋
九 亜
玉 置 口

三 津 ノ

小 、 17,547 16,681 9５ ２，１４４ ０．１２ 4４

本 宮 町

謹呈 川面Ｈ

四

三 里 1９，４８１ １８,９２４ 9７ ３，２７１ ０．１７ 4１

北 山 村 山北 ４,８２１ 4,581 9５ 593 0．１２ 4５

計 6５ 297,099 275,079 9３ ７１,５９３ ０．２４



10．林務関係行政組織図

林
業
振
興
課

調 整 班
計 画 普 及 班
林 道 班
木材森林組合斑

総 務 課
森林環境部
資源利用部
研 修 部
林木育種場

曼林水
技術七

林業セ

農

林 林

務

長

森
林
整
備
課

班
班
班
班

導
林
全

指
造
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保

理
化
林

管
緑
治
森

水

産

部
０
Ｌ
９
Ｇ
■
６

山
村
振
興
課

淫ヅ農林水産総合鵜騒鰯-に:鼈鰯振 興 斑
構 造 改 善 班
山 村 整 備 班 山

林
業
公
社

総
業

務
務

課
課 植 物 公 園

緑花セソター 公 園 課

森 林 整 備 係
治 山 林 道 係
林業山村振興係

海草振興局農林水産振興部

那賀振興局農林水産振興部 非林務課-E
振

七蕊懸伊都振興局農林水産振興部一林務課

"""七
東牟婁振興局農林水産握興部一林務課

､＝〆
興

局

一館一



11．和歌山県林業関係団体一覧表

u , …

L ,…

- 吟

名 称 代 表 者 名 所 在 地 電 話 番 号

和 歌 山 県 林 業 公 社

和 歌 山 県 森 林 組 合 連 合 会

和歌山県木材協同組合連合会

和歌山県木材利用促進協議会

和 歌 山 県 林 材 振 興 協 議 会

紀 州 材 流 通 促 進 協 議 会

和歌山県山村振興対策協議会

全 国 過 疎 地 域 活 性 化 連 盟
和 歌 山 県 支 部

和 歌 山 県 林 道 協 会

和 歌 山 県 治 山 防 災 協 会

(財）和歌山県緑化推進会

和 歌 山 県 木 炭 協 会

紀 州 備 長 炭 技 術 保 存 会

和歌山県特用林産振興連絡協議会

和歌山県山林種苗協同組合

和 歌 山 県 公 団 造 林 協 会

和歌山県林業研究グループ
連 絡 協 議 会
林業・木材製造業労働災害
防 止 協 会 和 歌 山 県 支 部

和 歌 山 県 林 業 経 営 協 議 会

グ リ ー ソ マ イ ス タ ー 。
グルーソワーカー連絡協議会

紀 州 林 粟 懇 話 会

和歌山県みどりの少年団連盟

西 口 勇

松 本 健

中 谷 弘

中 谷 弘

西 口 勇

松 本 健

中 山 喜 弘

西 口 勇

西 田 正 弘

部 矢 敏 三

尾 崎 武 久

日下善右衛門

〃

〃

土 屋 保

松 本 健

真 砂 典 明

中 谷 弘

中 山 喜 弘

寒 川 次 郎

森 民 夫

九 鬼 勝

〒640-8262和歌山市湊通丁北一丁目1-８
県建設会館内

〒640-8281和歌山市湊通丁南四丁目18番地

〒641-m"和歌山市西浜16帥木材会館内

〒641-㈹"和歌山市西浜16帥木材会館内

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１

＝

Ｔ

県庁林業振興課内

640-8281和歌山市湊通丁南四丁目18番地県森迦内

〒640-85"和歌山市小松原通り１-１
県庁内町村会事務局

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１
〃

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１
県庁林業振興課内

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１
県庁森林整備課内

〒640-8585和歌山市小松原通り1-１

〒649-1534日高郡印南町印南2羽8-５

〒 6 4 9 - 1 5 3 4 "

〒640-8W和歌山市小松原通り１-１

ー

Ｔ

〃

県庁山村振興課内
640-85"和歌山市小松原通り１-１

県庁森林整備課内
〒"0-8281和歌山市湊通丁南四丁目18番地

〒640-8585和歌山市小松原通り1-１

〒641-叩謁和歌山市西浜l髄０

林業会館内

県庁林業振興課内

〒640-8585和歌山市小松原通り1-１
県庁山村振興課内

〒649-2103西牟填郡上富田町生馬1504-1
林業セソター隣

〒644-N０１事務局御坊市御坊路野村義夫方

〒640-8585和歌山市小松原通り1-１
県庁森林整備課陵

)734-26-0505

〕734-24-4351

)734-46-0592

〕734-46-0592

)734-32-4111

)734-24-4351

)734-32-4111

)734-32-4111

)734-32-4111

〕734-32-4111

0734-32-4111

0738-42-㈹1７

0738-42-㈹1７

Ⅳ34-32-4111

O734-32-4111

的34-24-4351

W34-32-4111

0734-47-2262

0734-32-4111

0739-47-2468

0738-22-0018

O734-32-411】



表紙写真の解説
南部川村清川小学校(H6竣工の木造小学校）

裏表紙写真の解説
上：林道白馬線（日高第４工区）で竣工された丸太積み土留工

(H9竣工）
左：災害関連緊急治山事業（新宮市新宮磐盾）

（上部：治山事業、下部：砂防事業）
下：林業山村活性化林業構造改善事業により建設された休憩・休養施

設・温泉健康館・研修宿泊施設（消水町）

、竜,ﾉ』

、-'』

森林・林業および山村の概況
1998年６月
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